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鳴門教育大学大学院学校教育研究科高度学校教育実践専攻 

芸術・体育系教科実践高度化コース 保健体育科教育実践分野 

学修成果最終発表会 

日時：令和 6年２月４日（日）10：00～
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令和5年度 学校教育研究科高度学校教育実践専攻芸

術・体育系教科実践高度化コース 保健体育科教育実

践分野学修成果最終報告会 

⒈日時：令和６年２月４日（日）10：00〜18：00 

⒉場所：鳴門教育大学 B棟201教室 

⒊日程 

（1）開会の辞  コース長 南隆尚 

（2）口頭発表  一人３０分（発表時間15分 質疑１５分） 

（3）閉会の辞 

休憩６０分 

休憩５分 
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授業カリキュラムデザインから見る水泳教育 

高度学校教育実践専攻教科実践高度化系 

芸術・体育系教科実践高度化コース 

保健体育科教育実践分野 実習責任教員 南 隆尚 

氏 名 ：門田 拓洋 実習指導教員 松井 敦典 

キーワード：水泳教育、安全水泳、スカーリング、マネージメント 

1．緒言

現代の学校現場における水泳教育は、4 泳法

の習得に偏っているところが多く見られる。ま

た、水泳授業の業務委託が進み、教員がスイミ

ングのコーチに指導を一任している。これらの

指導では、安全水泳の観点においてやるべき内

容を網羅しているとは言い難い。また、受講生

の水泳に対する意識や好感度は低く、水泳を避

けて来ている。そこで、今回は筆者が大学の水

泳領域の 3 つの授業をカリキュラムデザイン

し、実際に指導を行うことで、学習者の意識や

好感度をあげ、水辺領域で安全に活動すること

が出来る能力を身に付けさせることを目的とし

た。 

 全 19 回の授業を行い、授業後に受講生に向

けてアンケート調査を行ない、アンケート結果

から、授業前後での水泳に対する意識の変化に

ついて検討することを目的とした。 

2．授業実践概要 

授業実践は、鳴門教育大学の学生、大学院生

（195 名）を対象に、健康・スポーツ科学Ⅰ、

初等体育Ⅰ、運動方法Ⅱの 3 つの授業で実践し

た。表１） 

期間は 2023 年 6 月 15 日～8 月 11 日。 

場所は鳴門教育大学プール、むつみスイミン

グの 2 カ所で実施した。 

授業日程は以下の通りである。 

表１ 水泳三授業のカリキュラム 

3．授業実践内容・カリキュラムデザイン 

3－1．健康・スポーツ科学Ⅰ 

健康・スポーツ科学Ⅰは、基礎技能を理解・

習得する授業であるため、水泳本来の運動であ

る呼吸・浮き沈み・浮標を中心に指導を進めて

いった。そこからクロール・背泳ぎ・平泳ぎの

3 つの泳法の指導を行った。泳法の指導の際

は、最初に指導した基礎技能からの関連性を持

たせることを意識して、指導項目を構成してい

った。 

3－2．初等体育Ⅰ 

初等体育Ⅰは、前年度に受講した健康・スポ

ーツ科学Ⅰの学習に続き、指導法を学ぶ場にし

ようと考えた。そこで、学生たちお互いで教え

合う場や、指導者は授業を進める上で泳ぎの指

導のポイントなどを中心に進めていった。昨年

度までは COVID-19 の影響もあり、全体を 3 グ

ループに分け、4 回の授業構成であったもの

を、2 グループ全 6 回の授業数に変更した。 

また、全 6 回の授業を受講することで、4 泳

法の習得・理解以外にも水泳の基礎基本、水球

健康・スポーツ科学Ⅰ 初等体育Ⅰ 運動方法Ⅱ

第1回 基礎技能指導 基礎技能指導 基礎技能指導

第2回 クロール、背泳ぎ クロール、背泳ぎ クロール、背泳ぎ

第3回 平泳ぎ 着衣泳、救助法 着衣泳、救命胴衣

第4回 平泳ぎ 平泳ぎ、バタフライ

第5回 バタフライ、教え合い ターン、飛び込み

第6回 水球、水遊び 個人メドレー計測、水球

第7回 高飛び込み、隊列泳
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等の水中での活動を体験できるようなカリキュ

ラムを構成した。 

3－3．運動方法Ⅱ 

運動方法Ⅱは、保健体育科専門授業というこ

ともあり、他の 2 授業で取り扱った内容から難

易度を上げた課題を与えて授業を進めていっ

た。また、受講しているほとんどの学生が健

康・スポーツ科学Ⅰ、初等体育Ⅰも受講してい

ることもあり、この授業で学んだ内容を、後の

健康・スポーツ科学Ⅰ、初等体育Ⅰの授業で他

の学生たちに教えることが出来るようなカリキ

ュラムを構成した。 

 また受け持った 3 つの授業の中ではスカーリ

ングの指導を特に力を入れて行っていたため、

学生たちの技術習得も早かったように感じた。 

 

4．スカーリング指導 

 スカーリングは水泳経験者であれば、ほとん

どの人ができる技術の一つである。この技術を

習得することで、水のキャッチの感覚などを養

うことができるため、今回の授業カリキュラム

の中に取り入れることにした。 

図 スカーリングの水中写真

〈https://www.youtube.com/watch?v=WYV7Gze6IkY〉より 

 

5．アンケート調査 

 3 つの授業の受講生全 195 名に対して、授業

後にアンケート調査を行った。 

調査内容は以下の通りである。 

① 水泳に対する意識・好感度の変化 

② 授業を通した感想 

③スカーリングを練習することによる、自身の

泳ぎの変化 

 

6．まとめ 

 アンケート調査の結果から、ほとんどの受講

生の水泳に対する意識・好感度を向上すること

が出来た。授業前後の変化も大きく、筆者自身

の目的は達成出来たと感じている。 

 体育授業は時間管理をすることが非常に困難

であり、水泳においては移動や更衣などに時間

がかかるため、特に管理が難しくなる。カリキ

ュラムを構成する段階で、細かな授業のタイム

スケジュールを作成することが重要であると感

じた。また、筆者自身の指導能力については運

動を言語化して伝えることに課題を感じた。 

 カリキュラムデザインをする上では 3 つの授

業で繋がりが持てるように構成をした。教員志

望の学生がほとんどのため、受講生自身の能力

の向上と指導法を学べるような環境作りの重要

性を改めて認識した。 

 

7．今後の展望 

 授業のマネージメントは、複数授業にかかる

カリキュラムマネージメントから一授業におけ

るタイムマネージメントまで多岐にわたる。こ

の実践で感じ学んだことを活かし、教員として

現場で経験を積むことで、時間配分や指導方法

をより堅実な物に出来るようにしたい。教員生

活を過ごしていこうと考えている。今回は筆者

の専門種目の授業を行っていったが、他の種目

でも落とし込めるように柔軟に対応できる能力

を身に付けていきたい。 
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女子中学生における体力向上を目指した準備運動のアプローチについて 

高度学校教育実践専攻教科実践高度化系 

芸術・体育系教科実践高度化コース 

保健体育科教育実践分野 実習責任教員 南 隆尚 

氏    名 安藤 七海 実習指導教員 泉 彩夏 

キーワード：体力，準備運動 

１ はじめに

体力とは定義するには難しい言葉であり，そ

れは時代や定義する学問的立場の相違によっ

て，その言葉の意味が異なるからである．

猪飼（1967）は体力とは人間の生存と活動

の基礎をなす身体的および精神的能力である

とし，精神的要素と身体的要素の両者を含め

た全人間的な捉え方をしている１）．また文部

科学省は，「体力は，人間の発達・成長を支え，

人として創造的な活動をするために必要不可

欠なものである２）」と定義しており，猪飼の定

義とほぼ同様に体力を行動体力と防衛体力と

大別し，防衛体力に関しては，運動と直接的な

関わりがないことから，学校体育における体

育科では行動体力の側面から考えられている

といえる．

文部科学省は運動する子供とそうでない子

供の二極化傾向が見られることなどを指摘し

ている３）．

体力・運動時間の二極化が著しい女子中学生

においては学校体育の授業時間内に十分な運

動量を確保し，体力の向上に努めることが学

校体育では必要であると思われる．

２ 教科課題設定フィールドワーク

フィールドワーク校（以下 FW 校）での準備運

動は，屈伸や伸脚，アキレス腱伸ばし等のルー

ティン化された内容である．いずれの運動内

容においても，各クラスの体育委員が生徒の

前に立ち，体育委員の掛け声に合わせて準備

運動を行っていた．ソフトボールの試合中（主

運動中）に守備をしたり，打席を待ったりして

いる女子生徒から「寒い」という言葉を何度か

耳にすることがあった．このことから主運動

に向かうための準備運動が十分に行われてい

ないのではないかと思われたため，本研究で

は女子中学生を対象に体力向上を目指した準

備運動のアプローチの開発を目的とした． 

３ 教科教育フィールドワークⅡ

実践では図 1 のように ICT機器を活用し，自

身の運動強度に興味を持たせ，またグループ活

動とすることで必要な運動負荷が得られること

を期待したプログラム計画した．

図 1 準備運動プログラムの工夫 

心拍数を計測することができるブラウザを活

用した，授業実践を予定していたが，ICT 機器
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の不調によりブラウザにアクセスできず，心拍

数の計測は触診法で行った． 
対象 

第 2学年女子 29名（年齢 13歳，平均身長 154.3

±4.8 ㎝，平均体重 48.7±9.2 ㎏）を対象に，心

拍数に着目した準備運動の実践を行った． 

方法 

触診法により準備運動前の安静時心拍数と準

備運動後直後の心拍数を計測した． 

心拍数の計測は合計 2 回行い，心拍数計測デ

ータの平均値を被検者の心拍数データとした． 

実践内容 

準備運動後の心拍数の指標として，自覚的運

動強度を参考に 1人 130bpm前後と設定した．さ

らに 1 人あたりの心拍数×グループの人数（4，

5 人）をグループの目標心拍数としゲーム形式

で準備運動の実践を行った． 

測定方法 

準備運動前に安静時心拍数を触診法で計測し，

その後授業当日につくったグループで準備運動

の実施種目を選択し，3 分間の運動を行った直

後に心拍数を計測した．実施種目に関して，➀

球技，➁体つくり運動，③ダンス，④グループ

で考えた運動の 4 つの中から選択し実践を行っ

た．また子どもたちは 3 分間で目標心拍数に届

く運動を，話し合いで判断し運動を実施した． 

統計処理 
統計処理は Microsoft の Excel を用いて，安

静時心拍数と準備運動直後の心拍数について

T検定を行った．いずれの解析も危険率５％を

有意水準とした． 
結果と考察 

安静時心拍数と準備運動直後における心拍数

の比較について有意な差が認められた． 

実施された運動の種類に関して，走るあるい

は鬼ごっこが最も多く，次にダンスやエア縄

跳びを選択するグループがあった．3 分間とい

う短い運動時間の中で効率よく心拍数を上げ

ることができることが，走ることであると多

くの生徒たちが予想したためこのような結果

になったと思われる．これまでの準備運動で

はみられなかったことから，選択制の運動・グ

ループ活動などの工夫により，準備運動に必

要な心拍数の上昇は確保できたものと考えら

れる． 

 
図２ 安静時と準備運動後の比較 

 

今後の課題 
体力向上には一時的な心拍数の上昇も必要

であるが，それと同時に走る（瞬発系）以外の

体力要素を用いた運動において，心拍数を上

昇させることが必要である．，生徒たちには

様々な体力要素での運動実践を行うプログラ

ムの提示方法の工夫が必要である． 

 
４ 参考引用文献 

１） 沢田芳男『日本人の体力』人類學雜誌，・85 巻 3

号（1977）181-207 

２） 中央教育審議会『子どもの体力向上のための総合

的な方策について（答申）』（2002） 

３） 文部科学省『現行学習指導要領の成果と課題を踏

まえた体育科，保健体育科の目標のあり方』

（2016） 
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小学校体育授業における 

ボールを持たないときのサポート行動についての研究 

高度学校教育実践専攻 教科実践高度化系 

芸術・体育系教科実践高度化コース 

保健体育科教育実践分野 

実習責任教員  松井 敦典 

実習指導教員  湯口 雅史 

田中 敦士 

キーワード：ボールを持たないときの動き，サポート行動，意識変化，スペース，パス 

Ⅰ. 緒言 

現行の小学校学習指導要領（平成 29 年告

示）体育編の第３学年及び第４学年におけ

るボール運動のゴール型領域では，「ゴール

型ゲームでは，基本的なボール操作とボー

ルを持たないときの動きによって，易しい

ゲームをすること。」と明記されている。そ

の中でも，とりわけ「ボールを持たないとき

の動き」を身に付けることが求められてい

る。それは，「ボールを持たないときの動き」

が，投げる，蹴る，捕るなどの技能に関わら

ず，思考・判断する力が身に付き，ゴール型

の運動に共通しうる動きであることが要因

として考えられている 1)。東川ほか 2)は，ゲ

ームパフォーマンスの向上の大きな要素と

して，「ボール操作の技能」ばかりでなく，

「ゲーム中におけるボールを持たないプレ

イヤーのサポート行動」の重要性を強調し

ている。ここでの「サポート」とは，「味方

のメンバーがボールを保持している状態で，

自分がパスを受けるポジションへ移動する

ボールを持たないときの動き」を意味して

おり，本研究においても同様の意味とする。

また，小学校学習指導要領（平成 29年告示）

解説体育編のボール運動系に限れば，「自己」

に向かう視座よりも，友だちや仲間と「力を

合わせる（協力する）」ことを重視した記述

が多くなっている 3)。さらに，競技における

ゴール型の種目では，一試合のゲームのう

ち一人のプレイヤーがボールを持つ時間は

わずか 2 分程度 4)5)であるため，体育授業に

おいてもゲーム時間の大半はボールを持た

ないときの動きに占められていると考える

ことができる。 

以上のことから，ボール運動のゴール型

領域では，「ボールを持たないときの動き」

を重視した授業構成の必要性がうかがえる。

また，ボールを持たないときの動きを学習

することで，ボール操作の技能が低く，積極

的にゲームに参加できない児童にもゲーム

の中で役割を持たせることができ，ボール

に触れる機会を増やすことができると考え

る。 

そこで本研究は，ボールを持たないとき

の動きを重視した指導（易しいゲームのル

ール設定）を行い，本研究での指導が児童の

ボールを持たないときのサポート行動回数

や意識をどのように変化させるかを検討し，

指導の有効性や適時性についても検討する

ことを目的とする。 

Ⅱ. 方法 

2－1. 授業概要 

徳島市内の K 小学校の第３学年及び第４
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学年を対象に，全 5 時間ずつ授業を実施し

た。単元内容は，第１・２時間目に試しのゲ

ームとして「ポートボール」を行い，第３・

４時間目には「ラインポートボール」を行っ

た。そして，第５時間目にまとめのゲームと

して再度「ポートボール」を行った。 

 

2－2. 行動分析方法 

第２・４・５時間目の試合を動画撮影し，

ラインポートボール導入前後のサポート行

動回数の変化を分析した。児童のサポート

行動については観察的評価規準を作成した。

また，各サポート行動回数の数値から，「js-

STAR XR+ release 1.9.6 j」を用いて一要

因分散分析を行い，数値の変化に有意な差

がみられるのかを分析することとした。 

 

2－3. 意識変化分析方法 

授業実践後（第２・４・５時間目）に振り

返りシートを記述させた。その記述内容を

対象に，計量テキスト分析ソフト 6)を用い

て共起ネットワーク分析を行い，出現した

クラスタを比較することで児童の意識変化

を分析した。 

 

Ⅲ. まとめ 

3－1. 行動分析について 

第３学年では，PB1と PB2の間において，

前方移動の回数が 5%水準で有意に増えた。

第４学年でも，PB1と PB2 の間において，前

方移動の回数が 5%水準で有意に増えた。こ

れらは，単元なかで実施したパスをつない

でボールを前に運ぶラインポートボールで

の「相手のいないスペースを見つけてパス

を受けよう」という学習の影響を受けたも

のと考えることができる。また，第４学年の

LPB と PB2 の間においては，PB2 はドリブル

可のルールに変更したにもかかわらず，前

方移動の回数に有意な差は出なかった。こ

れは，特に LPBで高まったパスの意識が PB2

で活用され，サポート行動を重視した易し

いゲームを実施することにより，その成果

が一般的なルールのゲームにも通用したも

のと考えることができる。 

 結果，各学年ともに単元はじめよりもゴ

ール型のゲームで攻撃に直接有効となる前

方に移動してのサポート行動回数を有意に

増加させることができた。また，第４学年で

はその意識が一般的なルールのゲームにも

通用したことから，第３学年よりも特に適

時性があるのではないかと考えた。 

 

3－2. ボールを持たないときの意識変化

分析について 

第３学年では，PB1での中心が「ボール」

であり，「相手」や「行く」，「取る」などが

関連付けられていることからも「ボールの

ある所に集まる」といった意識が強いこと

が推測できる。これは，いわゆる“だんご状

態”の原因でもあり，先行研究からもゴール

型ゲームにおける“だんご状態”の問題は指

摘されている 7)。筆者も授業を実施した際

に，“だんご状態”を確認している。LPB に

なると，中心は「ボール」から「スペース」

に変化した。その「スペース」には，「動く」，

「工夫」，「パス」，「走る」，「行く」が関連付

けられており，相手守備者がいない適切な

位置に移動しようとしていた（移動できて

いた）ことが推測できる。PB2では，LPB と

同等に「スペース」が中心を占め，「工夫」，

「パス」，「走る」，「行く」，「動く」が関連付

けられており，LPB同様に相手守備者がいな
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い適切な位置に移動しようとしていた（移

動できていた）ことが推測できる。また，

PB1での中心であった「ボール」の割合は小

さくなり，「行く」が関連付かなくなったこ

とからも，“だんご状態”を少しでも解消で

きたことが示唆される。 

第４学年では，PB1での中心が「ボール」

であり，「相手」や「味方」，「行く」や「取

る」などが関連付けられていることから，第

３学年同様，「ボールのある所に集まる」と

いった意識が強いことが推測できる。筆者

も授業を実施した際に，“だんご状態”を確

認している。また，「スペース」がやや中心

性を帯びており，「行く」と関連が深いこと

から，「スペースに行く」ことの意識をもっ

た児童が一定数存在していたことがわかる。

LPBになると，第１クラスタの中心は「ボー

ル」から「スペース」に変化した。その「ス

ペース」には，「パス」，「行く」，「動く」が

関連付けられており，相手守備者がいない

適切な位置に移動しようとしていた（移動

できていた）ことが推測できる。PB2 では，

LPBと同等に「スペース」が中心を占め，「動

く」，「パス」，「行く」が関連付けられており，

LPB 同様に相手守備者がいない適切な位置

に移動しようとしていた（移動できていた）

ことが推測できる。また，PB1での中心でも

あった「ボール」の割合は小さくなり，「味

方」や「行く」，「取る」が関連付かなくなっ

たことからも，“だんご状態”を少しでも解

消できたことが示唆される。 

 

3－3. 全体について 

本研究で設定したラインポートボール

（易しいゲーム）は，普通のポートボールと

は違い，得点するためには相手のいない位

置へ移動しパスをもらいに行くことが要求

されることから，前方へのパスの回数や児

童のパスの意識を高めたものと考える。ま

た，ゴールゾーンには自チームであれば誰

でも入れるようにしたことで，ボール保持

者と非保持者の両方が得点するためにスペ

ースを探すようになり，よりスペースに対

しての意識を高めたものと考える。 

ボールを持っていないときにおいて，各

学年ともに PB1 よりも PB2 のほうが前方移

動の回数が有意に増えたことから，ゲーム

をより流動的にすることができ，評価観点

である「相手守備者がいない適切な位置に

移動すること」といった［知識・技能］の向

上がうかがえる。また，意識変化分析におい

て，各学年ともに LPB を機に中心が「スペ

ース」の単語に変化し，続く PB2 において

も「スペース」の単語が中心となっているこ

とから，本研究でのラインポートボールは

児童の「スペース」への意識を高め，その後

の一般的なルールのゲームにも活用されて

いるものと考えた。 

ボールを持っているときにおいては，各

学年ともに LPB を機に「パス」の意識が高

まり，中心の「パス」という単語に「スペー

ス」の単語が関連付くようになったことか

ら，「スペースにパスをする」ことの意識が

高まったことが推測できる。また，PB１より

も PB2 のほうが「パス」の意識が高まった

ことから，友だちや仲間と「力を合わせる

（協力する）」ことの意識が高まったと推測

できる。 

加えて，先行研究から，ゴール型の運動に

共通しうる「ボールを持たないときの動き」

が流動的になったことで，児童の思考・判断

する力やゲームパフォーマンスが向上した
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ことが示唆される。 

これらのことから，本研究での指導は前

方へのサポート行動を高めることができ，

特にゴール型のゲームにおいて直接有効と

なるサポートである前方に移動してのサポ

ート行動（前方移動）の学習成果が得られ

た。また，児童のゲーム中における意識とし

ても，個人のボール操作よりも「パスをす

る」や「スペースに移動してパスをもらう」

といった仲間とのコンビネーションに対し

ての意識を高め，友だちや仲間と「力を合わ

せる（協力する）」ことの意識の向上がうか

がえたことからも，中学年の児童にとって

有効となり得る教材であったのではないか

と考えた。 

 

Ⅳ. 今後の展望 

本研究では，ゴール型ゲームのボールを

持たないときのサポート行動回数や，友だ

ちや仲間と「力を合わせる（協力する）」こ

との意識を高めたものと考えることができ

る結果であった。今後，学校現場に還元する

際は，ラインポートボールをポートボール

などの下位教材と位置付けることや，単元

前半にラインポートボール，単元後半にポ

ートボールなどを実施することで，サポー

トの動きを段階的に学習していくことが望

ましいと考える。ただ，ゴール型は教員にと

って教えることが難しいだけでなく，児童

にとっても学ぶことが難しい 8)。したがっ

て，教員側からだけでなく，児童がゴール型

ゲームのどこに難しさを感じているのかを

明らかにすることで，より良い内容の授業

実施やプログラムの開発に繋がると考える。 

また，小学校中学年の「E ゲーム」は，

「ゴール型ゲーム」，「ネット型ゲーム」及び

「ベースボール型ゲーム」で構成されてお

り，他のネット型やベースボール型にも同

様にボールを持たないときの時間は存在す

る。それらのゲームにおいてもボールを持

たないときの動きを重視した指導を検討し，

ボールを持たないときの動きや，友だちや

仲間と「力を合わせる（協力する）」ことの

意識を高めることができるようにしていき

たい。 
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中学生を対象とした体育授業における研究 

～ベースボール型授業の運動量の確保とルールの簡易化に着目して～ 

高度学校教育実践専攻 教科実践高度化系 

芸術・体育系教科実践高度化コース 

保健体育科教育実践分野  実習責任教員 松井敦典

髙下貴生  実習指導教員 南 隆尚 

キーワード：ベースボール型，運動量の確保，ルールの簡易化

I 緒言 

スポーツ庁は令和 4 年度の体力調査を通

して，中学生の男女とも体力合計点が令和

元年度の調査から連続して低下したと発表

した。これは，コロナ禍や，テレビ，スマ

ートフォン，ゲーム機等による映像の視聴

時間が増えたことにより，中学生が運動す

る機会が減ってしまったことが要因の一つ

と考えられる。この点において，概ね週 3

回の頻度で定期的に実施される体育の授業

の意義が改めて確かめられたと言える。も

ちろん，それだけでは WHO の推奨する運

動量（1日あたり 60分以上の中強度以上の

運動）には及ばない。しかしながら，中西

（2018）も指摘するように，多くの生徒に

必要な運動量を確保するためには，体育科

授業内で運動量を確保する必要があり，そ

の体験が運動習慣の形成につながることも

十分に期待できる。 

一方，体育のベースボール型ゲームの授

業でよく取り上げられるソフトボールは，

球技の中でも多くの時間を費やして行うゲ

ームであるものの，ゴール型やネット型の

ゲームに比べて運動量・活動量が少ない傾

向にある。これを解決するためには競技ス

ポーツをそのまま学校体育の授業に持ち込

むのではなく，素材としての競技スポーツ

を教材として加工しなければならない。そ

れは運動量の確保という問題だけでなく，

学習者がベースボール型のゲームを理解す

る上でも重要な視点となる。例えば，ベー

スボール型ゲームは出塁課題と進塁課題の

2 つの課題が存在する二重構造を有してい

るが（濱田， 2019），その構造に気づくこ

とができたとしても課題に対して適切な行

動を選択するのは容易ではない。学習者は

動いている小さなボールにバットを当てて

打つだけでなく，ボールを捕ったり投げた

りする技能的な課題に加え，「捕ったらど

こに投げるのか」といった的確な状況判断

も求められるのである。確かに，そのよう

なベースボール型ゲームが抱える難点はこ

れまでにも多数報告されている（土田， 

2007; 濱田， 2018; 大室， 2021; 岩田， 

2016; 松本， 2023）。しかしながら，先に

指摘した運動量の確保とルールの簡易化の

両方に着目した先行実践は豊富とは言えず，

授業実践の積み重ねが必要である。 

Ⅱテーマ設定の理由 

本研究に先立ち，徳島県のN中学校で実

施した教育課題設定 FW において，ベース
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ボール型のソフトボールやネット型のバレ

ーボールの授業を観察した。その中でとり

わけ注意を引いたのが 1・2 年生の女子を

対象としたソフトボールの授業である。未

経験者が大半であったため，バッティング

練習で投げ手がストライクゾーンにボール

を投げることができず，ゲームにおいても

ストライクボールが投げられないことで断

続的な展開になっていた。そのため投打に

関わるプレイヤー以外は，声援を送る以外

に何もできない時間を過ごすことになった。

さらには，守備のルールがわからず，捕球

してもどこに投げればいいのかなど戸惑う

生徒も少なからず存在した。つまり，観察

対象の生徒たちが「ソフトボール」という

競技スポーツそのものを十分に遊ぶために

は，更なる手立てが要求されるのである。

とはいえ，ゲームのための練習に時間を費

やしてしまえば「ソフトボール」の特性に

触れることができない。したがって，その

特性に触れることができ，且つ簡易化され

たゲームの開発が有用な解決方法の端緒と

なる可能性がある。そこで，教科教育課題

FW では，ベースボール型ゲームにおける

「運動量の確保」「ルールの簡易化」をテ

ーマとして，教材開発ならびに効果の検証

を目的として授業実践を展開した。 

 

Ⅲ 研究対象 

授業実践は，徳島市内のH中学校の 2年

生 3 クラス（1・2 組，3・6 組，4・5 組）

の男子 81 人を対象とした。調査期間は

2023 年 5 月 29 日から 6 月 9 日であり，各

クラス全 3 回の授業を担当した。教材とし

て第 1 時にティーボールゲーム，第 2 時に

スリーピッチ・ソフトボールを扱うことと

した。なお，第 3 時は雨天のため体育館で

バレーボールの授業実践を行った。 

 

Ⅳ 授業実践の結果と考察 

（1）教材の選定 

①ティーボールゲーム 

日本ティーボール協会（2020）によると，

本塁プレートの後方に置いたバッティング

ティーにボールを載せ，その止まったボー

ルを打つことからゲームが始まると示され

ている。そのためピッチャーが存在しない

点が，野球やソフトボールと大きく異なっ

ている。したがって，ティーボールゲーム

では，投手による投球が存在しない。それ

ゆえ，野球やソフトボールのようにストラ

イクゾーンも存在しない（大室， 2021）。

このティーボールゲームを導入することに

より，徳島県のN中学校で見られた，投げ

手がストライクゾーンにボールを投げ続け

ることができないという課題を回避できる。

また，バッターからランナーへ移り変わる

タイミングもプレイヤー自身で決められる

ため，進塁課題に集中しやすくなる。加え

て，止まったボールを打つことで，ボール

球を見逃す時間を無くすことができ，スム

ーズな試合進行も期待できる。 

②スリーピッチ・ソフトボール 

スリーピッチ・ソフトボールとは，味方

がピッチャーをし，ファールを含めて 3 球

までに打たなければアウト（三振）になる

ことを特徴とするベースボール型ゲームで

ある。その他に盗塁やバントができないこ

とを除いては，通常のソフトボールと同様

のゲーム形式である。その分，学習者にと

っての難易度は高まるが，ティーボールゲ

ームの学習成果が活用されることを想定し，
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教材として選定することとした。投げ手が

相手チームではないので打たれない球では

なく，打ちやすい球を投げようとする。そ

れによって，ボール球，見逃しを減らすこ

とができる。また，打ちやすい球を投げら

れる人をチームで選び，ここに投げてほし

いなど打者と投げ手がお互いに話し合うこ

とで，協力して課題を解決する学習になり，

対話的な学びの実現にも貢献する。 

（2）運動量の確保 

ティーボール，スリーピッチ・ソフトボ

ール共に教材選定の段階で想定していた効

果であるスムーズなゲーム展開が認められ

た。しかし，得点差が大量に開くことで攻

守の時間に差が表れ，攻撃時間が長いチー

ムの運動量が多くなり，生徒がわざとアウ

トになるといった行動が見られた。これで

は，運動量の確保はできても，運動のおも

しろさを損なうことになる。そこで，打順

が 1 巡したところで攻守交代，2 ストライ

ク後のファウルはアウトにするといったル

ール変更を行った。これにより全員がなる

べく多く，同じ程度に打席に立てるように

なった。攻守の時間の偏りも解消され，チ

ームによって運動量の差が開くことがなく

なり，疲れた生徒がわざとアウトになると

いった行動は見られなくなった。 

（3）ルールの簡易化 

授業実践後のアンケートにおいて，「試

合が面白かった」，「次も同じルールでやり

たい」などの肯定的な回答が見られた。担

当教諭も普段の授業でも実践していきたい

と語り，高い評価を得た授業だったと言え

る。 

特に生徒たちから好評だったのは打撃

（55人：69%）である。スムーズなゲーム

展開についても 63%（51 人）が肯定的な

回答をしており，彼らにとっての出塁課題

が緩和されていたことが示唆された。一方

で，守備（21人：27%）の楽しさに気づく

生徒や，ゲーム展開について中立的（21

人：26%）あるいは否定的（8 人：11%）

な意見をもつ生徒も 4 分の 1 ほど存在する

ことも確かである。攻撃に焦点化した実践

だったにも関わらず生徒が守備にも着目し

たのは，その生徒は攻撃時に特定の場所を

ねらって打っていたのかもしれない。その

有効な攻撃は，裏返せば相手にとっても有

効な攻撃になる可能性がある。すなわち，

攻撃に焦点化したからこそ守備にも意識を

向けることができたと考える。 

（4）ネット型との比較 

当初は，ベースボール型ゲームの授業実

践のみを予定していたが，雨でグラウンド

が使えなかったため，第 3 時ではネット型

のバレーボールの授業を実践した。バレー

ボールの授業では，1 チーム 3 人，バドミ

ントンコート 5 か所（バドミントンコー

ト），1試合 5分の時間制といったルールを

適用し，運動量の確保に努めた。さらに，

3 回のうちどこかで 1 回キャッチしても良

いという簡易化したルールにすることで，

苦手な生徒も参加しやすく，ラリーも続き

やすくなった。この実践では素材としての

バレーボールで生じる問題，例えばサーブ

が入らなかったり，ラリーが続かなかった

りする実態に着目し，素材のおもしろさを

際立たせながら，「運動量の確保」ならび

に「ルールの簡易化」を志向した教材づく

りを目指した。ネット型とベースボール型

は異なる特性を有するものの，教材化の方

向性については球技領域において共通する
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部分が見出された。 

 

Ⅴ まとめ 

本研究では，競技スポーツのソフトボー

ルそのものを体育授業に取り入れると，運

動量が少なく，ルールが複雑で難しい授業

になってしまうという課題から，「運動量

の確保」，「ルールの簡易化」の両方の視点

に着目したベースボール型ゲームの教材開

発ならびに効果の検証を目的として授業実

践を展開した。 

その結果，ティーボールゲームやスリー

ピッチ・ソフトボールなどの攻撃に焦点化

した実践を行うことは，出塁課題の緩和に

効果があるとともに，守備にも意識をむけ

る生徒が見られることも明らかになった。 

またソフトボールやバレーボールのよう

な競技スポーツを教材として加工すること

で，スムーズなゲーム展開が可能になった。

それにより，競技スポーツそのものを学校

体育に取り入れるよりも，運動量を確保す

ることができた。しかし，運動量の確保の

みに着目しすぎると，運動のおもしろさを

損なう可能性があることも示唆された。 

以上の事から，「運動量の確保」と「ル

ールの簡易化」という両方の視点を持ち教

材を開発することで，学習者がより良くベ

ースボール型ゲームの特性を味わい楽しめ

る授業となった。 

 

Ⅵ 今後の展望 

今回の実践で，「運動量の確保」と「ル

ールの簡易化」という両方の視点を持つこ

とは，学習者がより良くベースボール型ゲ

ームの特性を味わい楽しむために必要であ

ることが明らかになった。しかし，ベース

ボール型ゲームの特性を味わい楽しむこと

は，学習者によって異なる。したがって，

求められる運動量やルールの難しさは異な

る。そこで，来年教員として働いている時

に，２か所で難易度の異なるゲームを用意

し，学習者が自分のレベルに合わせたゲー

ム方式を選択できるような授業を実践して

いきたいと考える。 

 

  

-14-



学校体育において育むべき資質・能力に関する授業研究 

−技能の獲得がもたらす効果−

学校教育研究科 

芸術・体育系教科実践高度化コース 

保健体育科教育実践分野

新角友規 

実習責任教員   松井敦典 

実習指導教員   藤田雅文 

Ⅰ緒言

現行の高等学校学習指導要領解説では運動

が得意な生徒と苦手な生徒の二極化が見ら

れ，体育授業を楽しいと思えない生徒の存在が

問題点として挙げられている（文部科学省，２０

１８）。そのことから，「知識・技能」，「思考力・判

断力・表現力」，「学びに向かう力・人間性」の育

成すべき三つの資質・能力をバランスよく育む

ことが重要であると記されている。日本サッカー

協会の「サッカー指導の教科書」では，学校体

育全体の見通しとして，サッカーを生涯スポー

ツにつなげるために「その学年，その子に応じ

た『楽しむ』」を積み上げることが必要であること

を示し，楽しむことの積み上げとは，「技能（技

術や関わり）が向上していくこと」であり，その技

能の向上が生涯スポーツにつながると記されて

いる（日本サッカー協会，２０１４）。これは高等

学校学習指導要領解説保健体育編の教科の

目標にも記されている「生涯にわたって心身の

健康を保持増進し豊かなスポーツライフを継続

する」内容にもつながると考える。しかし，一般

的な高等学校体育授業では，試合を中心に行

うことが多く，試合そのものを楽しめても，試合

を思い通りに進めるための技能が十分でない

場合は，その楽しみ方は限定的になると考えら

れる。サッカー指導の教科書に「楽しむことの積

み上げは，技能（技術や関わり）が向上していく

こと」と記されているように，試合中心ではなか

なか技能が向上しないのではないかと考えた。 

Ⅱ課題設定

「サッカー指導の教科書」に記されている，技能

向上を目的とした授業を実施し，「楽しむ」を積み

上げ，サッカーやスポーツの楽しさ・面白さを伝え

ることで生徒全員が積極的になれる授業を行うこ

とが重要だと考えた。諸言で述べた，楽しむこと

の積み上げとは，「技能（技術や関わり）が向上し

ていくこと」であり，その技能の向上が生涯スポー

ツにつながると記されている（日本サッカー協会，

２０１４）ように，生徒が授業内での試合で能力を

発揮し，成功体験を通し楽しいと思うことで，技能

の向上だけでなく，学習意欲も向上すると考え

た。つまり，三つの資質・能力をバランスよく育む

ためには，まず基礎的な運動に関する「知識・技

能」の獲得が前提条件になるのではないかと考

え，それを重視した授業を実践することが必要だ

と考える。このように技能向上を目的とした授業を

行うことで，学習指導要領に記されている「知識・

技能」だけではなく，「思考力・判断力・表現力

等」，「学びに向かう力・人間性等」の資質・能力

も同様に向上するのではないかと考え，技能向

上を目的とした授業を実践課題とした。 
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Ⅳ目的 
本実践研究では，技能向上を前提として，育成

すべき三つの柱の育成を目指した授業展開を計

画し，その有効性について検討する。さらに授業

受講者が生涯にわたって豊かなスポーツライフを

継続することができるよう，スポーツの見方・考え

方・楽しみ方の幅を広げられるよう，体育授業で

の経験を通して，多くの生徒たちが体育・スポー

ツを生涯にわたって楽しめるような資質を身につ

けることを狙う。 

 
Ⅴ研究方法 

本研究の対象となる FW校および非常勤校で

の授業に関して，受講生徒に質問紙法によるア

ンケート（巻末資料）を実施した。アンケートの内

自由記述の部分を，ユーザーローカル社AI テキ

ストマイニングにより分析し，単語の発言頻度を

同ソフトウェアの機能であるワードクラウド図およ

び単語出現頻度グラフで評価した。さらに各授業

の進行状況，生徒の行動・反応，アンケートの記

述内容などを基に，授業担当教員としての立場

からその内容を分析・評価し，考察に加えることと

した 

 

Ⅵ授業実践 
FW 校授業内容 

１/６時間目は試合を中心に行った。最初の授

業以外は，最初の２０分間をアンダーハンドパス・

オーバーハンドパス（直上や２人１組の対面で），

４/６時間目以降ではサーブ練習に充てた。その

様子を動画撮影し映像を確認させ，改善方法を

考えさせた。また，経験者の様子を見ることで自

ら違いを確認し，改善方法を考えさせた。残りの

時間（約４０分程度）を試合の時間とし，試合の条

件設定を変更して行った。２.３/６時間目では，サ

ーブなしでの試合を行った。「得点のほとんどが

サーブの成否で決まっている」という FW校の課

題である点に着目し，ラリーが続くような場の設定

にすることで技能の向上をねらいとした。４.５/６

時間目ではセッターがキャッチでの試合を取り入

れた。ワークシートで「習得したいこと」の回答が２

番目に多かった「アタック」とセッターにボールを

返球するという攻撃のパターンの確立をねらいと

した。この試合設定では，２人目がトスを上げると

いう意識付けとセッターがキャッチすることで安定

したボールからアタックができるとして取り入れ

た。これは生徒の習得したいものであり，アタック

することが「楽しむことの積み上げ」につながると

考え，生徒の授業意欲の向上と技能の向上が見

込めるのではないかと考えた。 

 
非常勤校授業内容 

サッカーの授業では，ワークシートの問いの「授

業で習得したいこと」でリフティングが最も多く，続

いてドリブル，シュート，パスとなった。その結果

から，授業実践では，リフティングを毎授業５分程

度行った。ねらいとしては，ボールコントロールの

上達を目的として行わせた。リフティングはサッカ

ーの試合で使う場面というのはほとんどないが，

足でボールを扱う唯一のスポーツであるため，足

のどこにボールが当たるとコントロールできるのか

をリフティング練習で学ばせたいと考え行わせ

た。 

ワークシートの結果を元に，２/１０〜６/１０の最

初の２０分間では２人１組になりパス練習（図１）と

ドリブル練習（図２）を行なった。この練習では，非

常勤校の課題である「技能の未熟さ」に焦点を当

てた練習である。ねらいとして，バレーボール授

業同様に技能の向上を目的とし，中でもパスとド

リブルに焦点を当てた。５/１０〜１０/１０ではボー

ル回し（鳥籠）を行なった。ねらいとして，試合で

ディフェンスがボールを奪いに来た際にパスで相

-16-



手を交わすために行なった。サッカーはボール

や相手の動きに対して素早く反応することが求め

られるため，ボール回しを普段から行うことで技

能の向上と，試合でチームプレイしやすくするた

めに取り入れた。 

残りの約４０分間は試合の時間として試合の条

件を変えながら行なった。まずコーン当てについ

て。コーン当ては，サッカーコート半分の広さで

行い，コーンの位置をサッカーゴールから５m離

れた位置に置くことで，後ろからでもコーンを当て

ることができるように設定した。次にコーン当ての

ねらい一つ目として，「活動量の差」である。試合

を行った際に筆者が気になった点がキーパーを

する生徒が変わらないということであった。そこで

キーパーをしなくても試合が成り立つような条件

にすることで，「活動量の差」を減らせるのではな

いかと考えた。ねらい二つ目は，ボールコントロ

ールである。大きいゴールでは，力任せにシュー

トを打ってもゴールとなるが，コーン当てになると

コントロールが必要になってくる。そうすることで

技能の向上を見込めると考え実践した。 

シュートワンタッチでの試合でのねらいは，サッ

カーを得意とする生徒が得点するパターンが多

いことから，誰もがシュートに参加できるような場

の設定と，パスを中心にし，ボールを持っていな

い生徒の動きで「活動量の差」を減らせると考え

実践した。 

 
Ⅶ結果 
バレーボール 
テキストマイニングによる生徒の意識に関

する考察 
生徒の回答から読み取ると，習得したいことの

多くがレシーブ（アンダーハンドパス・オーバーハ

ンドパス）に関することで，筆者が技能課題として

挙げたものであり，授業をする中で生徒は正しく

課題を理解して取り組んでいる。その反面，バレ

ーボールの授業で必要なこととして，「チームワ

ーク」が多く，理由として，「チームワークがないと

楽しくできない」，「バレーボールは団体競技だか

ら」という回答であった。生徒はバレーボールの

授業に必要なものは技能だけではなく，「チーム

ワーク」も必要であり，授業を楽しむことに意識を

大きく働かせていると考えられる。 

このことから FW 校では，体育の授業では楽し

むことが生徒の意欲を向上させ，その楽しさを元

に自ら工夫し個人やグループのパフォーマンス

の向上を図っているのだと思われる。従って，「知

識・技能」と「思考・判断・表現」および「学びに向

かう力・人間性」には相互作用があり，ここに三つ

の資質・能力をバランスよく育む必要性があると

考えた。 
 

サッカー 
テキストマイニングによる生徒の意識に関

する考察 
生徒の回答から読み取ると，習得したいことで

は技能に関する内容を回答する生徒が多い結果

となったことや，技能に関する問いでの平均値を

見ることで，ある程度の技能を生徒は必要として

いることが伺えた。しかし，体育の授業を楽しむこ

とは，技能よりも必要であると多くの生徒が感じて

おり，仲間と協力するプレーをすることに意識を

大きく働かせていると考えられる。これは，個人の

能力だけではなく，仲間と協力するプレーという

のが生徒にとって必要だと思う能力となっている

ことがわかった。 

このことから非常勤校では，ある程度の技能は

必要だと感じているが，体育の授業を楽しむこと

で生徒は意欲を向上させていた。 

サッカー指導の教科書（日本サッカー協会，２

０１４）にも「楽しむことの積み上げは，技能（技術
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や関わり）が向上していくこと」と記されているよう

に，楽しいと感じることで上手くなりたいという思い

につながると考えられる。 

 

Ⅴまとめ 
本実践研究の目的は，技能の獲得がもたらす

効果について検証するための実践授業研究であ

った。しかし，FW校の年間指導計画や学校行事

等の関係から，予定通りの実践を実行し検証す

ることは困難であった。そこで生徒に対するアン

ケートにより，「思考・判断・表現力」や「学びに向

かう力・人間性」に関係する意識や要因を探り，

評価した。加えて，筆者の授業担当教員としての

視点から，考察し体育実技授業における「知識・

技能」の役割を検討した。 

FW校では，体育の授業では楽しむことが生

徒の意欲を向上させ，その楽しさを元に自ら工夫

し個人やグループのパフォーマンスの向上を図

っているのだと思われる。従って，「知識・技能」と

「思考・判断・表現」および「学びに向かう力・人間

性」には相互作用があり，ここに三つの資質・能

力をバランスよく育む必要性があると考えた。 

非常勤校では，個人の能力ではなく，仲間と協

力するプレーというのが生徒にとって必要だと思

う能力となっていることがわかった。しかし，ある程

度の技能が必要であり，体育の授業では楽しむ

ことで生徒は意欲を向上させていたと考えられる

結果となった。生徒は，体育の授業を楽しむこと

は，技能よりも必要であると考えており，仲間と協

力するプレーをすることなどに意識を大きく働か

せていた。これは，個人の能力だけではなく，仲

間と協力するプレーというのが生徒にとって必要

だと思う能力となっていることがわかった。 

技能練習とルールの工夫によって，生徒は楽し

みつつもある程度の運動能力を発揮できる活動

を実施することができたと考えられる。生徒の満

足度を高めるためには，他者との連携や協力・共

感を促すような仕掛けが重要と考えられ，それに

よって生徒は積極性を生み，活動に集中できるよ

うになると考えられる。技能向上を図るためには

生徒の興味関心を引き出すための「楽しむこと

の積み上げ」が効果的であり，これによって三

つの資質・能力をバランスよく育むことに繋がる

と考えられる。従って，このことがより良い体育

の実技授業を展開するための条件となるであ

ろう。 
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小学校の保健の授業におけるゲーミフィケーションを取り入れた教材開発 

―すごろくの特性を活かして― 

高度学校教育実践専攻教科実践高度化系 

芸術・体育系教科実践高度化コース 

保健体育科教育実践分野 

氏  名  二宮 晨（学籍番号：21849099） 

指導教員：主指導教員 泉 彩夏，副指導教員 藤田 雅文 

キーワード：喫煙防止教育，教材開発，小学校

【課題設定の経緯】 

先進国において単一の要因で健康に影響を及ぼ

す最大の要因はたばこである．1）喫煙者の発がん

リスクは，非喫煙者と比較して高いことはもとよ

り，周囲の非喫煙者への影響として受動喫煙が問

題となっている．受動喫煙による急性影響につい

ては，眼や気道の粘膜に対する刺激をはじめとし

た様々な自覚症状が認められている．慢性影響に

ついては，受動喫煙関連疾患（虚血性心疾患，肺

がん，副鼻腔がんなど）がある．2）また，喫煙は

ゲートウェイドラッグの要因と考えられている．

ゲートウェイドラッグとは，コカイン，覚醒剤な

ど他の更に強い副作用や依存性のある薬物の使用

の入り口となるもののことである．3）薬物に手を

出している若者は，平均 13.6 歳から喫煙を開始し

ていた.4）このような問題に関し，平成 22 年には

「厚生労働省通知において『たばこの健康への悪

影響について普及啓発し、禁煙を促す方法等につ

いて、健康教育の一環として、地域、職域、家庭

等において、関係者の対話と連携のもとで一層推

進する』とされており、これを踏まえ、学校等に

おいては、喫煙防止教育を一層推進すること．」5）

が求められている．学校教育において，小学校の

段階から喫煙や受動喫煙の健康影響に関する正し

い知識や情報を提供するにあたり，自ら考え行動

することができるような学習方法が研究される必

要があると考えた． 
現在の小学校学習指導要領体育編の病気の予防

の単元の喫煙については，「せきが出たり心拍数が

増えたりするなどして呼吸や心臓のはたらきに対

する負担などの影響がすぐに現れること，受動喫

煙により周囲の人々の健康にも影響を及ぼすこと

を理解できるようにする．また，喫煙を長い間続

けるとがんや心臓病などの病気にかかりやすくな

るなどの影響があることについても触れるように

する．」と記載されている．6)これに関し，藤森に

よれば，児童生徒が元来主体的な存在であること

を前提とし，「本来アクティブに学び成長しようと

する子どもの意欲をそぐことなく，子どもの心の

声に寄り添うことが，アクティブラーニングのあ

るべき姿」であると述べている．7)学習者は退屈す

ると授業への関心を失い，私語をしたり，授業と

は関係ないことをしたりする可能性があるため，

学習者の意欲や関心を引き出せるものを適宜選択

するべきであると考える．児童が授業に参加しよ

うとしなければ主体性を求められるアクティブラ

ーニングを達成することができない．したがって，

ゲームが持つ娯楽性や楽しさを授業に活かすこと

ができれば，学習活動への意欲を高めることがで

きるのではないかと考えた． 
こういったことからゲーム要素を含み，たばこ

が与える身体の影響を学ぶことができる教材を開

発することを目的とした． 

【先行知見】 
保健における教材の特性として，数見は「現在

および将来を生きる子どもたちにとって，ある意

味での実用性が必要であるがゆえに，『後では取り

返しがつかない（今まさに教えなければ価値を持

たない）教材』と『やがて必要になってくる（将

来を展望したとき価値をもってくる）教材』」の 2
つがあると述べている．8）つまり，子どもの発達

段階に即して，現代社会が抱える健康課題を将来

展望との関わりで取り扱うところに特性があると

考えられる． そのため保健における教材づくり

は，授業内容に沿った観点から，教師自身の意図

をもって取り組む必要がある．片岡も保健教材を

使用する際，「児童生徒が生活経験に基づいて展開

を工夫すること」が重要だと述べている．9)したが

って，現代社会の課題から将来を生きる子どもた

ちにどんな力をつけておく必要があるかを十分熟
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考したうえでの教材づくりを行うべきであると考

えた．また，阿河・川村・赤田らの研究でも，保

健授業を実施する際に，教師主導で教科書の内容

を辿っていくことではなく，発問を通じて子ども

に考えさせることや，視覚的に理解しやすいよう

に，教師が教材・教具を工夫することが必要だと

述べている．10) 
このように，保健教材は，将来を考えさせるも

のであったり，視覚的に分かりやすかったりする

ものでなければならない．そのためには，児童が

今までの生活経験から課題解決の方法を考えられ

るようにする必要があり，必要時には，言葉だけ

でなく具体物や写真・動画といった教材を用いて

理解の促進を図る．そして，教師と児童が一緒に

課題に取り組めたりすることができる教材を開発

しなければならない． 

【課題設定 FW】 
 課題設定 FWでは，授業実践で動画やワークシ

ートといった教材を用いたが，児童の集中力が切

れ，クラスメイトの意見を写す作業になるなど，

主体的な授業にすることができなかった．また，

担当教員から教材には具体性を持たせるべきと指

導があったことから，教材の活用に着目すること

とした． 

【教科教育課題 FWⅠ】 
教科教育課題 FWⅠでは，主に授業観察を行った．

その際，授業を担当した教師にそれぞれの授業の

教材の活用方法や使用目的を聞き，また，児童の

反応を観察した．使用されていた教材のうち，ゲ

ーム要素を含んだものが幾つか見られ，児童たち

は意欲的に学習を行っているように見受けられ

た．したがって，授業実践では，ゲーム要素を含

む教材として，探索的にクイズを用いた．回収し

たワークシートの感想欄には「楽しかった」とい

った記述が見られ，楽しさがあることで授業に積

極性を生み出すことができていたのではないか

と考えられた．こういった経験から教科教育

FWⅡでは，ゲーム要素を取り入れた授業を行い

たいと考えた． 

【実践方法】 
 ゲーム要素を含む教材についての先行知見を概

観し，「ゲームやゲームソフトにみられるプレイ

ヤーを楽しませる発想や手法，デザインのくふう

などを一般的な分野に応用し，人を引きつけた

り，興味をかきたてたりする効果を取り入れるこ

と」というゲーミフィケーションの考え方を採用

した．11）ゲーミフィケーションを含む教材のひ

とつにすごろくがある．すごろくは，短時間で体

験しにくいようなことや実感しにくいことでも疑

似体験できると同時に，確かな知識を身に付けら

れることが期待できると，林・中野により報告さ

れている．12）また，すごろくの一種である人生

ゲームは，自分とは違う人物になりきり，その人

物の一生になぞらえたイベントをこなすゲームで

ある．このような人生ゲームの特性は喫煙防止教

育に有用であると考えた，なぜなら，20歳未満

の喫煙は禁止されており，喫煙そのものを体験・

経験をさせる授業が不可能である．喫煙者の人生

を通して，喫煙は身体や心の健康等に影響を及ぼ

すことを理解するとともに，たばことの関わり方

を適切に考えられるようにすることができると考

えた．したがって，本研究では，すごろく型の人

生ゲームに着目し，喫煙者の人生を疑似体験でき

る教材の開発を行った． 
児童が喫煙者として疑似体験できるように，た

ばこにまつわるエピソードがマスに記入された人

生ゲームを用いた．そのため，まず各マスのエピ

ソードの検討を行い，1)たばこをはじめるきっか

け，2)たばこをやめない理由，3)加熱式たばこを吸

う理由，4)たばこがもたらす影響，5)禁煙の動機の

内容のマスを作成した．また，ニコチンには依存

性があり，禁煙を成功させることは困難であるこ

とから，禁煙の難しさを人生ゲーム中に感じ取れ

るように禁煙に成功できる確率を低めに設定する

という工夫をした．以上から，実際の喫煙者が送

る生活を人生ゲームで疑似体験し，喫煙防止につ

ながるような教材を開発した． 

【結果】 
教科教育課題 FWⅡの授業実践では，作成した人

生ゲームを教材として使用した．その結果，児童

は喫煙者自身の心身への影響とともに，非喫煙者

にも影響を及ぼしていることについて考えている

様子であった．今回の授業の目標であった「喫煙

者の人生を疑似的に体験することを通して，喫煙

は身体に害があるだけでなく，心の健康にも影響

を及ぼすことを理解するとともに，たばことの関

わり方と適切に考えられるようにする．」は，ワー

クシート記述の分析から，ほとんどの児童が達成

できていた．また，20歳になれば，たばこを吸う

ことは権利であることも踏まえた授業であったた
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め，喫煙者の選択を尊重する意見もみられた．し

たがって，喫煙防止教育の教材としても適切であ

ったといえるのではないかと考えられた． 

【引用・参考文献】 
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20 巻第 3号，p216，2010
2）厚生労働省：喫煙と循環器疾患
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3）公益財団法人麻薬・覚せい剤乱用防止センタ
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中学校における性に関する当事者意識の形成を目指した授業実践 

—性情報への関わりに着目して— 

高度学校教育実践専攻教職実践高度化系 

芸術・体育系教科実践高度化コース 

保健体育科教育実践分野 実習責任教員 泉  彩夏 

氏 名 佐藤 元春 実習指導教員 藤田 雅文 

キーワード：性に関する指導，当事者意識，中学校 

【課題設定の経緯】 

 社会環境の変化や情報社会の進展により，性

に関する情報の入手が容易になるなど，子供た

ちを取り巻く環境が大きく変化しており，必要

な情報を自ら収集し，適切に意思決定や行動選

択を行うことができる力を子供たち一人一人に

育むことが課題となっている 1）

ことから学校教育における性に関する指導を

通して，必要な情報を自ら収集し，適切な意思

決定や行動選択ができる力を育み生徒が行動す

ることが大切であると考えた．保健教育におけ

る問題として，「健康問題の当事者あるいは関

係者でない場合，傍観者的な立場に立ってしま

い，子どもたちは，そのような健康問題を過去

のこと，他人のことと受け止めてしまい，授業

に意欲を示さない，集中しない」2）といったも

のが見られた．さらに，中学生は，重大な疾病

や健康問題を抱えていることの少ないと考えら

れるため，中学校では，自分との関わりを想定

することが難しい．そのため，中学生を対象と

し，生徒が当事者意識を持って健康・安全の問

題を受け止めることのできる 3）授業の開発必

要とされている． 

教科課題設定フィールドワークでは，中学校

1 年生の「心身の機能の発達と心の健康」のう

ち，「生殖に関わる機能の成熟」の授業観察を

行った．授業終盤では，月経痛の痛みを男子生

徒たちが自分に置き換えて考えさせるような発

言が見られた．しかし，生徒は局部を蹴られた

ということについて状況を想像したが，月経痛

がそれほどの苦痛であることを理解できていな

いため，笑いが起きたのではないかと感じた．

中学校における保健の授業では，新たに学習す

る疾病や健康問題を，生徒がまずどのように受

け止めるかという疾病や健康問題への主観的評

価が重要である．4）生徒が学ぶ価値があると判

断すると，その後の健康行動を行うかどうかの

評価につながると予想される．5）したがって，

生徒が当事者意識をもつような授業実践が必要

である． 

そこで本実践では，中学校第 1 学年における

「性への関心と行動」において，生徒達が性に

関する当事者意識の形成を目指した授業開発を

することを目的とした． 

【先行研究】 

これまでの保健行動に関し，当事者意識をも

って健康問題を受け止めることに着目した概念

として，①期待-価値モデル 6），②ヘルスビリ

ーフモデル 7)，③防護（保護）動機理論 8）④

「罹患性」の自覚と「重大性」の自覚が見られ

た．本実践で対象とする中学生期においては，

早急に予防行動の習慣化・行動化を身につける

よりも，健康・安全の問題がいかに今や将来の

自分の生活と関わっているかを意識し，それら

を学習することが重要である．9）と指摘されて
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いることから生徒が健康・安全の問題が自分の

生活と関わっていることを自覚することができ

るように「罹患性」の自覚について注目する必

要があると考えた． 

本実践で取り扱う中学校第 1 学年における

「性への関心と行動」における性に関する当事

者意識を「性への関心の有無に関わらず，自分

も性情報への対処が必要となる可能性があると

自覚すること」とした． 

【教科教育課題フィールドワークⅠ】 

教科教育フィールドワークⅠにおいては，自

身の授業実践力の向上を目指し，授業者の授業

分析を行った．具体的には，発話の分類および

その数から本実践の特徴や傾向の把握をした． 

本実践における発話内容では，「説明」と「指

示・確認」の発話が多くみられた．例えば，

「説明」は食事の役割や時間についての説明と

いった，いわゆる解説型（伝達―受容型）の保

健の授業 10)であった．筆者の授業では，主体

的・対話的・深い学びの実現のため，本実践に

おける当事者意識の形成に関しても，生徒が教

えられたことだけを受容するだけでは形成され

ることは無いと考える．そこで，本実践では生

徒たち一人一人が学習内容に向き合うことがで

きるケーススタディ（事例）を用いた学習を使

用することとした． 

【教科教育課題フィールドワークⅡ】 

授業実践では，感想文の記入を求めた．分析結

果は，①自分なりの性情報の取り扱いについて

記述をしているもの，②相互尊重について記述

をしているもの，③当事者意識が芽生えたと見

受けられる記述をしているものが見られた．す

なわち，（本実践における当事者意識である，

「性への関心の有無に関わらず，自分も性情報

の対処が必要となる可能性があると自覚するこ

と」）がみられた． 

感想文の多くが，対処が必要となった時の自

分なりの行動が記述されていた．これは，藤岡

の共感の成立条件 11）における学習者と登場人

物の間に共通項を作った事例を用いたことで，

生徒達は事例内容に共感し，当事者意識の形成

が行われ，自分自身が事例内容の状況となった

ときを想像したことで，自分なりの性情報への

対処法の記述が多くなったと推測した．学習目

標である生殖機能の発達と伴って性についての

関心が芽生えることについては記述が無かった

ため，生徒が理解することができたかは明らか

にはならなかった．今後改善する必要があると

考えられた． 
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体つくり運動におけるコオーディネーションコンテンツの開発

高度学校教育実践専攻教科実践高度化系 

芸術・体育系教科実践高度化コース 

保健体育科教育実践分野    実習責任教員 湯口 雅史 

氏   名 寺内 春菜  実習指導教員 松井 敦典 

1 課題研究の実際 

1．1 課題研究の設定 

筆者はこれまで陸上競技を中心にスポーツ

と関わってきた。しかし，ボールを操作するこ

とやチーム競技における視野を持つことなどは

経験があまりないため，小学生のときから様々

なスポーツを体験していればよかったと振り返

る。筆者は運動によって得意不得意があるが，

どのスポーツでも自分の体を思いのままに動か

している友達を見て，うらやましく感じていた

ことを思い出す。 

大学院の講義で，様々な体の動きからつくら

れる，神経系の働きを意識した運動を小学生の

時期に取り入れる大切さを学んだ。そのとき体

育授業において，体つくり運動の内容で，神経

系の働きを意識した運動を提示する必要がある

のではないだろうかと考えた。思考を促しなが

らいくつかの動きを同時に行う運動に，コオー

ディネーションという考え方があることを知り，

小学校体育の授業に取り入れることは，体を動

かす能力を養う上で重要なことではないかと考

えた。 

1．2 課題研究の目的 

筆者は，来年度から小学生期という貴重な発

達段階に関わる立場として，児童が自分の体を

思い通りに動かすおもしろさを味わえる授業を

実践したいと希望をもっている。そこで，小学

校の体つくり運動（遊び）に取り入れられる，

コオーディネーション能力を向上させるコンテ

ンツを開発したいと考えた。 

2 課題研究プロセスの実際 

2．1 小学校学習指導要領 

昭和 43 年に告示された学習指導要領では，

体つくり運動は「体操」領域であり，体力の向

上を直接的なねらいとしていた。その後，平成

10年に告示された学習指導要領で，心と体を一

体として捉える観点がより重視されるようにな

り，「体つくり運動」に名称が変更された。 

平成 29 年に告示された体つくり運動の内容で

は，低・中学年において「将来の体力の向上に

つなげていくためには，この時期に様々な基本

的な体の動きを培っておくことが重要である」

1）と示されている。 

2．2 コオーディネーション能力 

「コーディネーション運動は，かつての東ド

イツで開発された，脳神経のルートを最適に鍛

えるトレーニングメソッドである。」2） 

現在コオーディネーション運動は教育現場

でも多く実践されている。荒木（2005）は「人

間が本来持っている，心身にわたる諸能力の根

源にある潜在的能力にどう働きかけ，自主的に，

自律的に学ぶ力をどう引き出すかといったコオ

ーディネーション能力そのものが問われている
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のではないか」3）と述べ，多くの学校に出向き

普及に力を入れている。 

綿引（1990）によると，動作におけるコオー

ディネーションとは，「手や足，胴体，頭などの

動きといろいろな自然の力を目的にあわせて組

み合わせていくこと」4）と述べている。動作に

おけるコオーディネーション運動で，以下の 7

つの能力が育成されるといわれている。5）それ

は，①動きをまねしたり，動くタイミングを上

手につかんだりする【リズム能力】，②重心の移

動があっても姿勢を正しく保ち，崩れた姿勢を

立て直す【バランス能力】，③周りの状況に合わ

せて，すばやく動きを切り替える【変換能力】，

④刺激に対してすばやく，正確に対応して運動

する【反応能力】，⑤単一の動きを同調させ，ス

ムーズに体を動かす【連結能力】，⑥相手や自分

の位置関係を正確に把握する【定位能力】，⑦道

具などを上手に操作する【識別能力】である。 

 

3 ＦＷⅠ 

ＦＷⅠでは，体育授業での児童の動きをコオ

ーディネーションの視点で観察した。体育では

表現運動，マット・跳び箱運動，水泳運動，そ

の他にも，ボッチャや総合的な学習の時間に行

われた車椅子体験でも観察した。 

児童が運動している様子から，コオーディネ

ーション能力に関する動きを観察し，日録に書

きとめた。その結果，筆者が気になった児童の

動きは【連結能力】が28％と１番高かった。さ

らに，単元ごとに見ると，表現運動，マット・

跳び箱運動，水泳運動の3単元ともすべてにお

いて【連結能力】に関する記述があった。児童

の【連結能力】に関する動きが各単元に共通し

てあり，割合も多くあったことから，ＦＷⅡで

は【連結能力】に関する動きを取り入れた授業

を行うこととした。 

 

4 ＦＷⅡ 

4．1 課題解決のための視点 

授業実践を次の２つの視点から考察してい

くこととした。①コオーディネーション能力の

向上。②児童が「楽しい」と感じられているか。

ここでの「楽しい」は，授業に対して児童が「体

の動かし方を積極的に工夫している」ことと定

義した。授業観察やビデオの記録，授業終わり

に書くワークシートから，この2つの児童の動

きを見取った。 

4．2 授業実践 

 ＦＷⅡでは，体つくり運動の単元を6時間行

った。児童が様々な動きを体験し，自分の体を

思い通りに動かすおもしろさを味わってほしい

という思いから，1 時間完結の授業を考えた。

運動の得意な子が飽きずに，また運動の苦手な

子が意欲的に取り組める，全員が楽しいと思え

る授業になるよう教材やルールなどを工夫した。 

 

 

 

 

 

 

 

        

表1. 各時間のめあてと学習活動 

 

5 まとめ 

5．1 考察 

 コオーディネーション能力の中でも【連結能

力】の向上と，児童がその運動に対して「楽し

い」と感じているかについて考察していく。各

時間で見取った運動は，1 時間目：変形ダッシ

1 
めあて１「どうすればすばやく動き出せるだろう。」 

中国式鬼ごっこ，変形ダッシュ，ネコとネズミ 

2 

めあて１「○○しても風船を落とさないようにできるかな？」 

めあて２「○○しても友達と協力して風船を落とさないようにできるか

な？」 

 中国式鬼ごっこ，壁タッチ，グーパーラリー 

3 
めあて１「思い通りに動かすにはどうしたらよいだろう。 

 新聞紙じゃんけん，おしりペンペン，輪投げ 

4 

めあて１「取ったりよけたりするにはどうしたらよいだろう。」 

めあて２「どこによけるとよいか考えよう。」 

 3 色鬼ごっこ，3 対 1，中当て 

5 
めあて１「縄を跳びながらキャッチボールをしよう。」 

 3 色鬼ごっこ，縄跳び＋キャッチボール 

6 
めあて１「すばやく判断して数字を取ろう。」 

 色めくり，コーンを倒す・起こす，言われた数字，和・差，計算式 
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ュ，2時間目：壁タッチ，3時間目：おしりペン

ペン，4時間目：中当てである。5，6時間目：

【連結能力】の向上やそれらの運動を「楽しい」

と感じられているかについて，見取るところま

でに至らなかった。それは，授業内容が児童に

とって難しいものであったり，ルールを児童に

十分伝えることができていなかったりしたこと

が原因だと考えられる。以下の表2 に，1時間

目から4時間目までの【連結能力】の向上と「楽

しい」と感じられているかについてまとめた。 

 

 

表 2. 体つくり運動各 6 時間におけるコオーディネーション能力の向上と

「楽しい」と感じているかについての結果 

【連結能力】については，全体的に右肩上が

りの結果となった。筆者は，思い通りに体を動

かすためにはどうすればよいか，考える時間を

毎時間設けた。児童は自分なりに考えて工夫し

たことを発表していた。必ずしも全員が発表し

たわけではなかったが，友達の意見を聞いてそ

の後取り組もうとしていたり，取り組んでみて

どうだったかをワークシートに記入していたり

と，自己評価していた。そうした中で，自然と

【連結能力】の高まりを確認しながら学習を進

めていったのではないかと考える。ワークシー

トには書けていなくても，動きの変化を見取れ

た児童がたくさんいた。また，筆者自身が児童

への関わりを強くすることができるようになっ

たのも1つの要因ではないかと考える。単元の

はじめの方は授業を進行するのに精一杯で，児

童の様子をよく見ることができておらず，1 人

1 人に声を掛ける余裕がなかった。授業回数を

重ねるにつれ，全体を見渡して「スムーズに」

「いいね」「おしい」などと声を掛けることが増

えた。特に，【連結能力】に関する「スムーズに」

という言葉は意識して言うようにした。そうす

ることで，児童は体をスムーズに動かすことを

意識できたのではないかと考える。しかし，ど

の時間も50％を切る結果となった。児童なりの

工夫が，その子に合ったものではなかったこと

も考えられる。その状況に対し，教師が個々に

応じた指導をできていれば，結果も変わってい

たかもしれない。ただ，【連結能力】の向上が見

られなかったとしても，学習課題に向けて自分

なりに工夫し，挑戦しようとするたくさんの児

童の姿が見られた。 

 「楽しい」と感じているかについては，先述

しているように，本研究では児童が「体の動か

し方を積極的に工夫している」こととした。各

時間児童は学習課題に向けて，どうすればよい

か考え工夫していたことが，表2の結果として

数値にも表れたのではないかと考える。しかし，

1，2 時間目では90％前後であるが，3 時間目で

は60％台にまで下がってしまっている。相手の

おしりを狙って叩く活動を恥ずかしがり，学習

課題に集中させることができなかったからでは

ないかと振り返る。必要以上に叩いたり，手を

離して叩き合いを始めたりしていた子もいた。

「思い通りに動かすにはどうしたらよいだろ

う。」という学習課題を十分に共有することで，

工夫しながら活動できたのではないかと考える。

また，ビデオの記録から動きを細かく見返す中

で，コオーディネーション能力の向上の有無に

関わらず，たくさんの児童から体の動かし方を

工夫している姿を観察することができた。その

一方で，発表やワークシートにはそのような発

言や記述がないことから，自分の動きの変化に

気づいていないのではないかと考えた。1 時間

目の変形ダッシュでは，立ち上がって前に進む

動作において，1 回目より 2 回目の方が前重心

 

 1時間目 2時間目 3時間目 4時間目 5時間目 6時間目 

【連結能力】 29.1％ 36.0％ 42.9％ 41.7％ ― ― 

「楽しい」 88.9％ 92.0％ 66.7％ 79.2％ ― ― 
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になるような，前へ進みやすくなるような動き

の変化が多くの児童に見られた。すばやく動き

出さざるを得ない状況の中，無意識に近い状態

で体を動かしたのではないだろうか。 

授業実践を振り返り，筆者が考えたコオーデ

ィネーションコンテンツでは，コオーディネー

ション能力の高まりは不十分であったと反省す

る。しかし，児童は自分なりに体の動かし方を

積極的に工夫して取り組んでいた。また，意識

的に体を動かしている児童が少なかったのに対

し，動きの変化は多く見られたことから，学習

課題に沿った動きをせざるを得ない状況をつく

れたのではないだろうか。児童は自分の持って

いるコオーディネーション能力を自然と引き出

していたのではないかと振り返る。 

5．2 今後の課題 

 コオーディネーションの視点から7つの能力

全てを6時間に入れ込んだ。しかし，児童の活

動する様子から，体つくり運動だけで全てをま

かなおうとしなくてもよいのではないかと考え

るようになった。その理由は 2 つある。1 つ目

は，児童が達成感を味わえていないのではない

かということだ。前時で学んだ内容を次時で生

かす活動が，筆者の考えた授業にはほとんどな

かった。自身のコオーディネーション能力が上

がったと体感できると，授業に対する意欲を高

めることもできるのではないだろうか。コオー

ディネーション能力の向上を目指すなら，同じ

活動に条件を少しずつ変えながら，数時間以上

行う必要があるのではないだろうか。条件が変

わることで，児童は必然的に思考を働かさざる

を得なくなる。2 つ目は，準備運動にコオーデ

ィネーション運動を取り入れられるのではない

かということだ。準備運動であれば，短時間に

年間を通して，児童は様々な体の動かし方を経

験することができる。 

 ＦＷⅡの6時間の授業実践を通して，筆者に

は児童の動きを見取る余裕がないように感じた。

学級全体を見つつも，個々の動きの変化に対し，

即時にフィードバックができると児童にとって

充実した学習になるのではないかと考える。し

かし，ビデオの記録を見るまで気づいていなか

ったことが多かったと反省した。児童が何を学

ぶのか，児童を見る視点は何なのか，それらを

明確に持って授業に臨む大切さを実感した。 

 来年度4 月から小学校教員になる。大学院で

の講義や実習等で学んだことを生かし，様々な

体の動きを体育授業に取り入れ，児童の可能性

を広げられるような教師になりたい。そのため

に，体育の授業だけでなく，学級での児童1人

1 人の様子を見取る力を養っていきたい。 
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児童が主体性を発揮し，技能の向上をおもしろがる授業づくりと実践 

～社会構成主義の立場に立って～ 

高度学校教育実践専攻 

教科・総合系  実習責任者 湯口雅史 

保健体育科教育コース 

山本百華 

１ 課題研究計画の設計 

1.1 課題研究の動機 

昨年度の教科教育課題設定 FW では，鳴門市の

小学校２年生に配属され，「とびっこ遊び」の単元

を観察した。クラスの実態としては，休み時間に

なると運動場で「鬼ごっこ」や「警察と泥棒」を行

ったり，放課後は運動クラブに参加している児童

が多くいたり活発なクラスであった。単元を通し

て，教師が体育館に４つの場所を設定し，4 つのグ

ループが，一定の時間間隔で場所を移動している

という授業展開であった。しかし，授業後の様子

から体育の授業を「面白い」と感じている児童が

少ないのではないかと思った。これは，「とびっこ

遊び」という自由な活動であるのにもかかわらず，

教師の提示した場でみんなが同じ課題に挑戦する

という自由さが少ない活動であったため，児童が

ワクワクドキドキする授業が展開されていなかっ

たと考える。そのため，先に述べたような主体的

な姿は見られなかった。 

昨年 11 月，筆者は徳島市 T 小学校に６年生走

り高跳びの授業を観察する機会に恵まれた。教師

は，場の設定と問いによって，「向こうに着地する

ために自分に合った課題を設定し，その課題解決

のために工夫して挑戦すること」を子どもに意識

させるようにしていた。この授業は，「結果」では

なく「プロセス」を大切にすることや，一律の到達

目標ではなく，自分なりのめあてを持つことを大

切にしていると思った。児童からは，自己の課題

を解決するために工夫したり，自分が決めた目標

を達成するために挑戦したりする姿が見られ，主

体的に取り組む様子が見てとれた。この授業は，

社会構成主義の立場に立って授業を進めていたこ

とを観察後知った。 

これらの経験から，子どもが主体的な学びをす

る社会構成主義の立場に立ったおもしろい授業を

行ってみたいと思った。 

1.2 課題研究の目的 

筆者は，ＦＷⅠⅡを通して主体性をキーワード

とした授業づくりや実践力を行い，子どもが自ら

すすんで体育授業に参加させることができる力を

向上させることを目的とする。 

２ 課題研究に関する理論の整理 

2.1 実践に使用した学習 

（１）状況主義的学習論

原田ら（2019）１）は，状況主義的学習論の立場

に立つと子どもの主体性は，状況とかかわりなが

ら課題の取り組むことであり，「自己」，「他者」，

「モノ」とかかわる状況で課題を見つけ，自らの

状況の中から情報を獲得して課題解決を行う姿が，

子どもの主体性を示していると述べている。 

（２）社会構成主義 

 松田（2016）は，「社会的な相互作用の中で生ま

れる『意味』を要とし，『必要があるからこそ練習

したり考える』ということを積み重ねるからこそ，

変化に学び状況に応じて活用できる力を育むこと

ができるのではないか」２⁾と述べている。つまり，

「運動の特性」に向かうプロセスに「意味」を発現

させ，さらには「意味」を共有した世界において，
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自らもつ課題に挑戦していくという学びが大切に

されなければならない。児童は常に何が面白いコ

トなのかを自己の挑戦と融合させながら学ぶので

ある。 

（３）状況主義的学習論と社会構成主義の関係性 

状況主義的学習論と社会構成主義での学習観は，

学習者が学習に「意味」を持つことが重要であり，

その「意味」は社会（体育授業でいうと学級内での

ヒトやモノとの関わり）の中で生まれ，その社会

の中で学んでいくということである。 

 上記の通り，ほぼ同義であるが本研究では，社

会構成主義の立場に立った授業づくりを行う。 

 

2.2 おもしろい授業とは 

鈴木（2014）は，「運動に自ら親しみ，プロセス

を大切にした一人ひとりが生きる体育授業をめざ

すことで子どもたちの学びを保証することができ

る。」３）と述べている。 

また，松田（2014）は「子どもの様子からする

と，むしろ『できない』ということを『面白い』と

感じているのか，だからこそ『面白くない』と感じ

ているのか，この違いが運動の好き嫌いを分けて

いる。」４）と述べている。そうなると，「できるよ

うに指導してあげる」まえに，「できないからこそ

面白い」という「運動の意味」をしっかり伝えてあ

げることが，授業のベースラインにならなければ

ならない。 

上記のことから，結果を「楽しい」として捉え，

過程を大切にする授業を「おもしろい」として考

えたい。 

 

2.3 教師のかかわり方について先行実践研究 

福本（2015）⁵⁾が行った実践研究は「客観主義」

の前提に立っていた A 教師の授業が「PM メソッ

ド」によって「構成主義」を志向する授業へと改善

された実践事例である。 

A 教師は「子ども主体の授業を実践したい」と

思っているが，実際は「教師主導」の「客観主義」

による授業ができず苦しんでいる。自身の授業を

改善するために「PM メソッド」を活用し，「客観

主義」による指導行動が無意識に不適切な形で出

現してしまう指導行動の癖を視覚化した。そこで，

「PM 式指導類型」を適用して授業診断を行い，

その結果に基づいて「構成主義」を志向するため

の処方箋を提示し，授業改善を行った。８つの指

導行動を授業で意識することによって自らの指導

行動の癖を克服することができることから，短期

的で授業改善を図ることが可能になることが示さ

れた。この福本の研究は筆者の主体性が発揮され

る社会構成主義の立場にたった授業実践という課

題を解決するのに有効に働くものであると考える。 

 

３ 課題研究の方法と実際 

3.1 教科教育課題 FWⅠ 

（１）授業の実際 

筆者は，第６学年鉄棒の授業（2/3，3/3 時間）

を実践した。単元の問いを「鉄棒の向こう側に着

地しよう」と提示し，結果ではなく，過程を大切に

することや，全体で同じ到達目標ではなく，自分

なりのめあてを持って試行錯誤することを推奨し

た。子どもの思いや願いに寄り添いながら，子ど

もが主体となる学びを実践しようとした。 

教師のリーダーシップ行動を測定するため，3時

間目の授業実践を記録した。観察者として院生２

名，学部生１名に３時間目の授業映像から，タイ

ムラインと処方箋を作成してもらった。授業実践

後，授業診断と処方箋をもとにカウンセリングを

行い，授業時の癖や改善点を明らかにした。タイ

ムライン作成あたって，教師の指導行動を分析す

るための理論的枠組み（福本・粕谷モデル）を活用

した。 

（２）「ＰＭメソッド」の活用 

観察者に指導行動タイムラインをもとに，第一

次診断書，第二次診断書を作成した。その結果，①

教師の授業の枠組みはしっかりと説明したいとい

う意思が強いこと。②「自律的指導」が少なく，教
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師と子どもの１対１でのやりとりが多いこと。③

「できた」ことへの結果の「承認」が多いこと。④

「共有」が少なく個々の学びになってしまってい

ること。以上４つの特徴が明らかになった。 

（３）考察 

「授業の枠組みをしっかりと説明し教師の意図

通り進めたい」，「教師と子どもの１対１でのやり

とりが多く，結果への承認が多い」ことから，構成

主義の授業づくりを志向しているが，実際は客観

主義の傾向が強いことが明らかになった。児童に

「できる，できない」の結果ではなく，挑戦してい

る過程におもしろさを感じてほしかったが，教師

自身が結果に対する「承認」をしてしまっていた。

その結果，子どもたちは「逆上がりができるよう

になった」など結果を重視した感想になってしま

っていた。他にも，教師と子どもの１対１での会

話が多く，子ども同士でのつながりがなかったた

め，試行錯誤が少なくおもしろいとはいえない授

業になっていた。このような経験から，子どもた

ちが問いに対し子どもが試行錯誤できるような工

夫をすること，子どもの挑戦の過程に対して，「面

白い考えだね」「さっきと動きがこう変わったね」

というように， 考えそのものや成長の過程を認め

ていくこと，同じ困り感を持っている子どもやそ

の困り感をうまく解決できそうな子どもに考えを

広げ，意見交換を通して全体に広げていくことが

大切であると考えた。 

 

3.2 教科教育課題 FWⅡ 

（１）授業の実際 

 筆者は，第３学年ボール運動領域ベースボール

型「スローインベースボール」の授業（７時間単

元）を実践した。この運動領域の「本質的なおもし

ろさ」を「塁をとるとらせないの攻防」と捉え，単

元を構成した。単元を貫く問いを「どのようにし

てボールより早く塁（ホーム）に行くか，行かせな

いか」と提示し，試行錯誤を繰り返しながら，チー

ムごとに良さや特徴を見つけ，それを生かしゲー

ムに参加していくことを推奨する。単元が進むに

つれて，塁の数を１つから３つに増やし，自分の

考えやチームメイトの考えを共有するため，チー

ムでホワイトボードを用いて話し合う時間を増や

した。子どもたちがどんな工夫をしたか，おもし

ろかったと感じたかを共感・評価し，子どもたち

の挑戦意欲を認め，主体的に学んでいけるような

実践を行った。 

教師のリーダーシップ行動を測定するため，7時

間目の授業実践を記録した。７時間目がボール領

域ベースボール型「スローインベースボール」の

最終であったため，新しい課題を提示するのでは

なく，６時間目と同様守備に着目して授業を進め

た。前回まで感染症の流行による欠席者が多かっ

たこともあり再度ルールを確認し，「守備」につい

てチームで話し合うように時間をとるところから

授業をスタートした。出ていた意見として，「ホー

ムを一番守らないといけない」「足が速い人が前の

方がいいんじゃないか」「投げる力が強い人が後ろ

を守った方がいいんじゃないか」などがチームの

特徴に合わせた意見が出ていた。自分の意見や友

だちの意見を聞きチームメイトと共有し，前回ま

での活動経験を生かして話しあいがすすめられて

いた。活動の様子からは，チームで話し合った守

備を実践したり，うまくいかなかったところを改

善しようと話し合ったりする姿を見ることができ

た。そういった場面で子どもたちに共有するよう

な声かけや，子どもがどう考えて挑戦しているか

を引き出すような問いかけを意識して行った。 

（２）「ＰＭメソッド」の活用 

観察者に指導行動タイムラインをもとに，第一

次診断書，第二次診断書を作成した。その結果，①

授業の説明をしっかり行い活動に入っていること。

②活動の中で，子どもの考えを引き出したり，「攻

防について」考えるよう促したり，「ルールやチー

ムの作戦など」を教師が直接指導したり，バラン

スよく指導している様子が読み取れること。③子

どもを認めることを大切にし，その考えを子ども
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に広め共有するために工夫して授業を進めている

こと。④作戦を考える場で，教師が子どもの考え

を整理して，班のメンバーに伝えることで「共有」

する場面が目立つこと。以上４つの特徴が明らか

になった。 

（３）考察 

今回の授業は，体育に苦手意識のある子どもも

積極的に取り組んでおり，「全員が参加できる場・

ルールであった」ということは成果の一つである

と言える。 

Ｐ機能では、授業者が「どのようにしてボール

より早くホームまで行くか，行かせないか」とい

う子どもが学ぶ内容である「攻防」を，常に意識し

て言葉掛けをしたり問いかけしたりしていること

から，前回より「自律的指導」が多くなっていると

考える。また，間接的指導が減っていることから，

一問一答の問いかけではなく，「攻防」に対して，

子どもが考えを深められるよう問いかけを工夫し

たことが分かる。「自律的指導」を質的に見ると，

p が 4 回あり，これはその場で子どもが考えてい

ることと，教師の考えてほしいことが一致してい

ないことが原因だと考えられた。 

Ｍ機能では，前回と比べて，「共有」が増えてお

り，ゲーム中であっても，子どもの困りを見取っ

てチームを集め，子どもの考えを共有することで，

子どもがより「攻防」について考えることができ

るようにしたり自分の役割がわかるようにしたり

していことが分かる。また，作戦を考える場面で

は，子どもの発言がチーム全体に伝わっていなけ

れば，通訳者として分かりやすく言い直し，チー

ムに子どもの考えが伝わるよう工夫していた。ま

た，「承認」の数は減ったが，「攻防」に関わる「承

認」が多く，前回より質的に高まっている。しか

し，「承認」で m が 6 回出現し，これは誰が承認

されているのかやその意図が子どもに伝わってい

ない場面に多い見られたことから，名前を呼んで

から伝えたり何が良かったのか具体的に伝えたり

するとよりよいのではないかと感じた。 

４ 今後の展望 

ＰＭメソッドを用いて授業改善を図ったことで，

どのようなかかわりをすればいいのか気づくこと

ができた。例えば，「ナイス！」「おー！いいやん！」

などの「承認」が多く見られ，何に対しての「承

認」なのかあいまいであった。これは、結果への

「承認」だったことが分かり、今後は子どもたち

が問いに向かって試行錯誤している過程を「承認」

することを心がけたい。また，指導的行動と支援

的行動の全体的なバランスも大事ではあるが，子

どもたちとのかかわり方は，単元が進むにつれて

「自律的指導」や「共有」など子どもの思考が寄り

深まっていくために必要になってくることも授業

実践を通して感じた。具体的には，子どもたちが

活動を「楽しい」で終わってしまわないような全

体の問題意識から，個やチームへの問題意識へ転

換を図ったり，それをどう解決していくのかを考

えていけるようなかかわりが挙げられる。 

来年度から教師と子どもとかかわっていく際に

は，運動の本質について教師が理解し，子どもが

試行錯誤する過程をおもしろがることができる授

業を構想したり，かかわったりすることを追求し

ていきたい。 

 

１）原田卓弥・鈴木貴之・戸花義紀・湯口雅史 主

体性の育成に根差した体育授業の実践研究―小学

校中学年のリレー学習における場の工夫に着目し

てー 鳴門教育大学学校教育研究紀要第 33 号 

2019 

２）松田恵示 「遊び」から考える体育の学習指導 

創文企画 pp17 2016 

３）鈴木直樹 体育科教育特集－体育授業への構

成主義的アプローチ 大修館書店 ｐ25 2014 

４）同上 ｐ14～18 

５）福本義久「構成主義を施行した授業改善を図

る枠組みの実践的研究－ＰＭ式指導類型による

『ＰＭメソッド』の提唱－」四天王寺大学紀要第

60 号（2015 年）pp.301-322 
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子ども主体の体育授業における教師のかかわりと学級経営 

－社会構成主義の立場に立って－ 

⾼度学校教育実践専攻 実習責任教員 湯⼝雅史 
教科・総合系保健体育科教育コース 実習指導教員 南 隆尚 

22849077  福井 啓史
キーワード：社会構成主義，委ねる，主体性，学級経営，Well-being，協働⾏為者 

1 課題研究計画の設計 

1.1 課題研究の動機 

 これからの社会においても，変化の激しい先

行き不透明な，厳しい時代であると言われて久

しい。コロナウイルスの影響で，子どもは，友

達との関わりや，学校生活で様々な制限を強い

られ，多くの行事が中止になる中で，大きなス

トレスを抱えながら生活していた。このような

状況において，置籍校では，「子どもが授業に

集中できない」「学校や学級でのルールを守る

ことができない」など，学級経営がうまくいっ

ていないという場面にしばしば出合うことがあ

った。これは，社会の変化に伴い，教育がこれ

までのやり方では通用しないことを意味してい

るのではないだろうか。つまり，大きな教育観

の転換が必要なのではないかと考えた。近年，

教育の考え方について，「生徒の well-being」

という言葉を頻繁に聞くようになった。学級に

おいて「生徒の well-being」を実現するため

に，子ども主体・協働的な学びをキーワードと

して，学級運営に子どもも参画するという社会

構成主義の立場に立って考えようとする実践が

報告されている。しかし，置籍校においては，

学級経営は担任の専権事項と捉えている教師が

存在する事実があり，学級のルールや決まり事

はトップダウンの場合が多い。そこでは，子ど

も主体・協働的な学びを授業で実践していて

も，学級経営と授業が別物として存在している

のである。体育科では，子どもありきの社会構

成主義の立場からの授業実践を散見することが

できる。そこで，このような体育学習の考え方

のエッセンスを，学級経営に生かすことができ

ないかと考えた。本研究では，最新の学級経営

に必要な教師の経営観や子どもへの関わり方

は，社会構成主義の立場に立った体育学習の学

習観や子どもとの関わり方と同じではないかと

考えて，体育学習から転移できるものはなにか

を，実践を通して考えていきたい。 

 置籍校において現状を知るため，学級雰囲気

と体育授業雰囲気に関するアンケート調査を教

員と子どもに対して行った。子どもに対しての

アンケートは，１年生〜６年生 13 学級の全て

の子どもに行った。使用したのは，羽石が作成

した組織風土診断を参考に，2006 年に湯口が

体育授業用に改変したものを参考に，学級雰囲

気と体育授業雰囲気の２通りの質問項目に筆者

がアレンジしたものである。診断結果の集計を

行うと，マトリックス図にクラスの雰囲気(風

土)が現れる。アンケートの結果，この図のば

らつきが近しいことから学級雰囲気と体育授業

雰囲気に関連性があることが考えられた。子ど

ものアンケートと同様に，１年生〜６年生 13

学級の担任教諭を対象に調査を行った。2021

年に梅澤らが作成した雰囲気に関する調査を，
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学級雰囲気と体育授業雰囲気の２通りの質問項

目に筆者がアレンジし使用した。アンケート結

果から，低中高全ての発達段階の学級担任が，

学級雰囲気と体育授業雰囲気には，近しいもの

があると考えていることが予想される。２つの

アンケート調査では，教員，子どもどちらも学

級雰囲気と体育授業雰囲気が近しい結果となっ

た。このことから，学級雰囲気と体育授業雰囲

気には関連性がある可能性を見てとれる。それ

は，子ども主体の体育授業における教師の役割

を明らかにしていくことが，学級を良くしてい

くことにも大きく影響することを示唆している

といえる。 

1.2 課題研究の目的 

 ここまで，研究動機，アンケートから明らか

になった置籍校の課題研究に対する実態を述べ

てきた。置籍校の実態から考えると，やはり体

育科の授業と学級経営には深い関わりがありそ

うだ。そこで，大きく分けて２つの実践を行

う。１つは，社会構成主義の立場に立った体育

の授業を筆者が実践することである。実践を通

して，学級担任の先生方には，最適解を求め主

体的に活動する子どもの姿を見て，社会構成主

義の立場にたった授業の良さを理解していただ

くとともに，そこでの教師の役割において何が

大切なのかを明らかにしていく。２つ目は，そ

こで明らかになった教師の役割を，若手教諭が

学級担任を務める６年２組の学級経営にいかし

ていく。そうすることが，学級における子ども

の Well-being を保証することにつながるのか

子どもの姿から検証していきたい。 

2 課題研究プロセスの実際 

2.1 社会構成主義の体育 

 ガーゲン（2004）は，「社会構成主義は，
『事実』や『善』の起源を，社会的なプロセス

の中に位置付けようとします。また，私たちの
『知識』は，⼈々の関係の中で育まれるもので
あり，個⼈の『⼼』の中ではなく，『共同的な
伝統』の中に埋め込まれている」１）と述べて
いる。これは社会構成主義の⽴場では，初めか
ら決まりきった「事実」「善」「知識」というも
のは存在せず，それらは社会的なプロセスや
⼈々との関わりの中で起こったり育まれたりす
るものであることを意味している。また，「『事
実はある』，ただし,『常にある特定の限られた
ゲームの中に,事実はある』」２）と述べ，その
モノやコト⾃体に事実があるわけではなく，そ
のゲームの中で初めて事実が⽣まれることを指
摘している。 

体育に置き換えると，ボールというモノ⾃体
に事実は存在しないのである。サッカーという
ゲームの中では⾜で扱うモノという事実が⽣ま
れるし，バレーボールというゲームの中では⼿
で扱うモノという事実が⽣まれるのである。ま
た，サッカーというゲームの中でボールをゴー
ルに運ぼうとすることは「善」とされ，その状
況の中で，チームのメンバーと関わりながら，
どうすればゴールにボールを運べるのかという
「知識」が育まれていくのである。 
2.2 フィールドワークⅠでの実践 

 社会構成主義の立場に立った，子ども主体の

体育の授業をさまざまな学年で実施した。目的

は「社会構成主義の立場に立った子ども主体の

体育の授業のよさを置籍校の先生方に理解して

もらうこと」「教師の関わりを明らかにするこ

と」である。「テーマ」「その運動のおもしろい

世界」「文化的実践の中で子どもが創り出す文

化」を設定し実践を行った。 

2.3 授業実践から見えた社会構成主義の立場

に立った体育授業での教師の役割 
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５つの授業実践から，社会構成主義の立場に立

った体育授業での教師の役割として以下の３つ

が見えてきた。 

（１） 子どもにとって意味があり探求しがい

のあるテーマの設定 

関わりの中で文化（最適解）を創り出してい

く営みにおいて「探求しがいのあるテーマ」を

設定し授業実践を行ってきた。その状況下で何

を目的として取り組んでいくかという「探求し

がいのあるテーマ」の共有を通して，学級とい

う集団は「たんに『集まること』だけが目的で

はなく，まさに『外側』へ向けて働きかけ，

『よりよいもの』を創り出していこうとする」

３）「実践共同体」になっていった。また，テー

マを設定するにあたって「探求しがい」がある

かどうかは非常に重要な要素である。授業実践

では「学習者が運動に触れたときに，共通して

意識・無意識的に感じちゃっているおもしろ

さ」つまり「本質的」なおもしろさをテーマに

設定してきた。これは，西岡（2019）４）によ

ると，その状況の中核に位置し，一問一答では

答えられないような，論争的で触発するような

問いである「本質的な問い」に当たると考え

る。このような「本質的なテーマ」が「探求し

がい」のあるものであろう。 

（２）子どもに問題解決を委ねる 

 授業実践では，子どもが自由に「選択」して

活動できる設定を行った。その中で，「探求し

がいのあるテーマ」に意味を感じ問題解決を行

う際，その挑戦を子どもに委ねてきた。それに

よって子どもが，主体的に責任をもって挑戦を

続ける姿が見られた。これは櫻井（2009）の

「自己決定理論の度合いと動機づけ」にあるよ

うに，自己決定の高さが高ければ高いほど「楽

しいから」「興味があるから」「好きだから」と

いった内発的な動機づけとなり，それが子ども

にポジティブな感情を生み出し，主体的に挑戦

を続けたものと考える。 

（２） ⼦どもが⾃分に合った挑戦を続けられ
る環境 

授業実践では，⼀⼈ひとりが「こうありたい
⾃分」に向かって⾃分なりの挑戦を続ける姿が
⾒られた。これは，裏を返せば⾃分なりの挑戦
が認められている環境であったからこそ起こっ
たものである。チクセントミハイは，フローは
「何かに没頭した状態，現在に完全に熱中して
いる状態」５）だと述べている。このフローにな
るのは，課題の難易度と⾃分の能⼒のバランス
が取れている時である。これは「⾔われたこと
を⾔われた通りに」「みんなで同じことを同じ 
ペースで」⾏う授業では実現しない。つまり，
FWⅠでの授業実践では，⾃分なりの挑戦が認
められている環境での活動であったことで，⼦
どもはフローになりやすく活動に没頭していく
ことができたものと考えた。 
2.4 フィールドワークⅡでの実践 

１学期末，置籍校の校長と相談し，６年２組

（男子 14 名，女子 12名，計 26名）担任の A

教諭に協力してもらい研究を進めていくことと

した。筆者が体育の授業に関する提案をし，A

教諭に「⼦どもにとって意味があり探求しがい
のあるテーマの設定」「⼦どもに問題解決を委
ねる」「⼦どもが⾃分に合った挑戦を続けられ
る環境」という教師の役割を⼤切に，授業実践
してもらった。テーマや環境等は学年団で相談
してもらい実施することとした。 

さらにその３つの視点を学級の中でも活かし
てもらうよう，A教諭に提案し，「そうじ」の
時間に取り⼊れてもらうこととした。 

3 社会構成主義の立場からの提案と今後の展
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望 

FWⅡからは FWⅠでは⾒えてこなかった新
たな気づきが⾒られた。FWⅠと FWⅡを通して
⾒えてきたことから，⼦ども主体の教育を実現
するための「社会構成主義の⽴場からの提案」
を以下に⽰す。FWⅠ，FWⅡを通して，⼦ども
主体の教育を実現するための教師の役割として
「探求しがいのあるテーマを設定する」「子ども

に委ねる」「学びのサイクルを回すことができる

ようにする」「協働行為者として存在する」とい

う４つを導き出した。 

今回実践をして感じたことは，この４つの役

割は有効に働くということ，それと同時に，全

ての先生方に実行してもらうには難しさもある

ということだ。そう感じたのには以下の３つの

理由がある。１つ目は，「教師観の転換が簡単で

はない」ことである。自分が今まで受けてきた

教育や教職として経験してきた影響は強い。そ

のため「教える人」としての教師から脱却し，

能動的学習者である子どもに寄り添う「協働行

為者」としての教師へと転換することは容易で

はないと感じた。教職経験が浅い時からの研修

の積み重ねが必要なのかもしれない。２つ目は，

「子どもの変化に時間がかかる」ことだ。教え

ることで分かる，という即座に表れる変化に慣

れていると，試行錯誤する子どもの姿を見て，

「これで本当に大丈夫なのか」という不安にお

そわれ「待つ」ことが困難になってしまう。A教

諭のように，子どもが「今ここで何を考えてい

るかを見取り，それを認めていく」という営み

を意識的にやってみることが必要なのかもしれ

ない。例えば，「こうしなさい」から「どうして

そうしてるの？」へ言葉掛けを変化させてみて

はどうだろうか。そうすることで子どもの変化

を実感できるはずだ。３つ目は，「学校組織とし

ての方向性」である。これは学校事情によって

異なってくるため，特に難しい。管理主義的な

雰囲気の学校であれば，この４つの役割を取り

入れていくのはかなり困難であろう。なぜなら，

このような学校では，目の前の子どもたちが，

「静かに授業を聞いている」「トラブルがない」

等の「一見落ち着いている」状態を特に大事に

する傾向がある。そこからの方向転換を測るに

は，学校として目指す「最上位目標」を職員で

共有し，それをもとに対話を重ねることが一番

の近道であろう。  

しかしながら，子ども主体の教育を実現して

いくことは，これからの時代を生きていく子ど

もにとって重要なことである。つまり，私たち

教師には子ども主体の教育を実現していく責任

があるということだ。どんな立場で現場に戻る

かは分からないが，チーム学校として⼦ども主
体の教育を進めていけるよう取り組んでいきた
い。 
４ 引用・参考文献 

1）   ケネス・J・ガーゲン，「あなたへの社会
構成主義」，ナカニシヤ出版，p183，2004 

2）    同上，p55 
3）  佐伯胖，「『学ぶ』ということの意味」，

岩波書店，p147，1995 
4）  ⻄岡加名恵・⽯井英真，「教科の『深い 

学び』を実現するパフォーマンス評価  
『⾒⽅・考え⽅』をどう育てるか」，⽇ 
本標準，p16，2019 

5）  M.チクセントミハイ，「フロー体験⼊⾨ 	

楽しみと創造の⼼理学」，世界思想者，	

2010	
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中学校体育における運動の特性を軸とした授業づくり 

～「楽しい体育論」を取り入れた授業実践～ 

高度学校教育実践専攻 

教科・総合系保健体育科コース 

実習責任教員 湯口 雅史 

氏 名 西條 賢太 実習指導教員 南 隆尚 

キーワード：機能的特性 生涯スポーツ 形成的評価法

１ 課題設定の研究 

1.1 課題研究の動機 

筆者は，大学院生１年生の時に徳島県内の中

学校で１１月１４日から２５日までの２週間，

教科教育課題設定 FW（以下設定 FW）に参加した。

設定 FW では，中学２年生を対象に競技領域の陸

上 ハードル走の授業観察を行った。単元開始

時は，基本技術を中心に教員が指導を行う。そ

の後，タイムを計り，生徒が自身の今の力を知

る。単元中盤では，技術の向上を目指し，基礎

的技術の反復練習をする。単元終盤では，記録

会という形でタイムを計り，単元開始時のタイ

ムと比較をし，自己の成長を知るといった流れ

であった。 

生徒の様子として，毎時間練習を重ねて単元

終盤に記録会を行い，その場で自身の成長を実

感する授業の中で，喜びや達成感を感じている

生徒が見られた。その一方で，うまく記録が伸

びず，成長を実感できていない生徒もいた。そ

こで，クラスのみんなが運動の楽しさにふれる

授業とはどのような考え方で授業づくりをすれ

ばよいのか探索することにした。すると，中学

校の授業実践で，「機能的特性」を生かした授業

実践がいくつか見つけることが出来た。「機能的

特性」とは行う運動に内在している楽しさであ

り，学習指導要領に記載されている「勝敗を競

い合う楽しさ」と一致する。また，「機能的特性」

を単元の軸として授業を構想する考え方は，別

名「楽しい体育論」ということを知った。そこ

で，これまでの自身の体育経験や授業観察の結

果から，「楽しい体育論」をベースとした体育実

践を行えるようになりたいと切に思った。 

1.2 課題設定の目的 

教科課題設定 FW やこれまでの自身の経験か

ら，私が受けてきた体育の授業では，‘‘運動が

楽しくない‘‘と感じる生徒がいるのではないか

と気づくことができた。また，これまでの筆者

自身の授業実践を振り返る中で，生徒らが運動

を楽しくないと感じる授業をしていたのではな

いかと振り返る。生徒が体育授業に楽しさを感

じ，生涯スポーツの理念に基づいた授業実践力

を磨くため，「楽しい体育論」に依拠した授業づ

くりと実践を行う中で，筆者自身の成長を目的

とした。 

1.3 教科教育課題 FWⅠの体育授業 

 2023 年５月１６日～６月１６日までの期間

の中で１５日間，徳島市内の K中で教科教育課

題 FWⅠに参加した。 

 体育の授業に取り組む生徒の姿を観察する中

で、いくつか気付いたことがある。①運動能力

の差についての配慮 ②授業構想についてであ

る。 

① 運動能力の差についての配慮

FW 校では，基本的には男女共修であるが，運

動能力や体格差を考慮して，男女別修で行う単
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元もある。男女共修であっても，運動能力に差

があっても，生徒全員が運動を楽しめるような

場の工夫やルールの提案をしていく必要がある

と感じた。 

② 授業構想について 

 基本技術中心の授業では，運動が得意な生

徒等，一部の生徒しか運動を楽しむことはでき

ない。FW1 での授業は，準備運動を行った後，チ

ームを作り，ゲームを行う流れであった。生徒

の様子は，ゲーム中心のため活動量が増え，充

実感を感じたり，技術の情報は，他の生徒から

教えてもらったりと活発に授業に参加していた。

このように，ゲームの中から生徒自ら学び，課

題解決に向けて周りの生徒と協力することがで

きると感じた。 

1.3.1 FWⅠの授業構想 

授業観察から，運動が苦手な生徒も運動の楽

しさを味わうことができるルールや環境設定の

工夫が大切であると考え，授業づくりを行った。

ソフトバレーボールの特性（機能的特性）を「得

点の競い合うことが楽しい運動である」とし，

競争型で構想することにした。また，今持って

いる力でソフトバレーボールを楽しむことがで

きるように，ルールを簡略化し，運動が苦手な

生徒でも参加しやすいように設定した。 

1.3.2 授業実践の振り返り 

 6 回の授業実践を通して，「点を取る」ために

どうするべきか生徒が作戦を考えることができ

ていた。授業を重ねるごとに，各チームの特徴

にあった作戦や提案が出ており，チームで勝つ

ために行動する生徒の姿が見えた。 

今回のネット型の授業の反省として，⑴生徒

への声掛け ⑵話し合いや練習時間があげられ

る。 

 ⑴の生徒への声掛けは，ゲーム後の話し合い

の場において，作戦を考えることができないチ

ームがあった。そのチームに対して作戦の提案

を行ったが，教師側が情報を提供しすぎたた

め，ほかの作戦案がチーム内の話し合いで出て

こなくなってしまった。生徒らが考え成功の喜

びを感じられる声掛けや支援の方法を考えてい

く必要がある。 

 ⑵の話し合いや練習時間について，ゲーム後

に各チームで集まり，話し合いや練習する時間

を設けていた。そのため，新しい作戦を考えて

いるチームもいたが，話し合いの途中でゲーム

に戻るといった形となり，生徒たちが考える機

会を十分にとることができなかった。 

2 「楽しい体育論」について 

2.1 生涯スポーツ 

 FWⅠでの授業実践の中で，運動が不得意な生

徒から「あまり楽しく取り組むことができなか

った」という感想を見た。生徒らが運動の楽し

さを感じ，生涯スポーツの理念に基づいた授業

を実践できるようになるため，「楽しい体育

論」について触れていく。 

2.2 「楽しい体育」とは 

「楽しい体育」¹について，全国体育学習研究

会（以下，全体研）が以下のように述べている。

「『楽しい体育論』」とは，行う運動に内在して

いる楽しさを『機能的特性』と呼び，運動の特

性にふれてその『運動の楽しさ』（機能的特性）

を味わいながら運動の内容を学習し，能力や技

能，そして意欲や関心を向上させていこうとい

う考え方である。また，『楽しい体育論』には，

『今持っている力で楽しむ』というキーワード

を持ち合わせている。 

2.3 「今持っている力」で楽しむとは 

「今持っている力で楽しむ」とは，子どもたち

はどんな運動種目であっても，プレーする何ら
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かの能力や技能をすでにもっていて，この能力

や技能をその運動種目で楽しめるように，ある

いは今持っている能力や技能を発揮してその種

目を楽しめるように，学習の初めから配慮しよ

うという考え方である。 

運動を行う者の欲求や必要を充足する機能に着

目した特性である。運動には種目に応じて「競

争（走）型」「達成型」「模倣・変身型」「克服型」

の４つの運動の楽しさが内在している。 

3.1 ベースボール型の授業について 

 FWⅡの授業実践では，ベースボール型（キッ

クベース）を行うことが決まった。先述した「楽

しい体育論」を取り入れた授業づくりに挑戦す

ることにした。 

 ベースボール型の運動の特性（機能的特性）

は，競争型であり，「得点の競い合い」を楽しむ

ことができる授業づくりを考えていく。ベース

ボール型の授業構想を考えるうえで大きく３点

の課題が見えた。⑴運動が苦手な生徒でキャッ

チすることが難しい生徒がいること ⑵ルール

をより明確化すること ⑶長打力・走力のある

生徒で完結してしまうこと（ホームラン競争に

なる可能性があること）だ。 

3.2 形成的評価法について² 

 

形成的評価票は，高橋らが作成した体育授業

を評価するための方法である。調査方法は，４

次元９項目からなる調査票で回答が「はい」（３

点）「どちらでもない」（２点）「いいえ」（１点）

になっている。各時間の授業終了後，生徒に配

布し，回答してもらう。形成的評価票は，①「成

果」②「意欲・関心」③「学び方」④「協力」

の４つの因子からなる９つの質問で構成されて

いる。「成果」次元では，技能の高まり，「意欲・

関心」次元では，運動の充足度に関して，「学び

方」次元では，生徒がめあてを決め，そのめあ

ての達成に向けて授業に取り組むことができた

かどうか，「協力」次元では，友だちと教えあい，

協力して授業に取り組むことができたかを評価

することができる。 

 

長谷川ら（1995）は形成的評価票の診断基準

を作成している。この評価法は全国 62 校 9127

人の児童を対象に調査を行ったデータをもとに

標準化されたものである。この診断基準は各項

目，各次元，総合評価それぞれに５段階の評定

で評価する形になっている。本研究においても，

この基準をもとに自身の授業実践を分析するこ

とにした。 

3.3 授業実践の実際 

ＦＷⅠでの授業実践の反省を踏まえて，生徒が

楽しく体育授業を受けられる環境設定やルール

設定を行った。キックベースの特性（機能的特

性）を「得点の競い合うことが楽しい運動であ

る」とし，競争型で構想することにした。 

4.1 まとめ 

 生徒に調査した形成的評価票と感想を用いて
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授業改善を図ったことで生徒が何を感じている

のか，生徒が体育で何を求めているのか気付き

ながら授業を進めることができた。 

 今後は，生徒が夢中になる授業とはどのよう

なものなのか，そのために教師としてどのよう

な支援・授業準備ができるのかを検討していく

必要がある。さらに，体育授業において生徒の

より深い学びにつながる問いかけや声かけに関

する知識もさらに追求し，自分の中で積み重ね

ていきたい。 

参考・引用文献 

¹全国体育大会 楽しい体育 

https://www.zentaiken.club 

²長谷川悦示 高橋健夫 浦井孝夫 松本富子 

「小学校体育授業の形成的評価票及び診断基準

作成の試み」 スポーツ教育学研究（1995 年）

pp.91-101 
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「体育嫌い」の生徒が積極的に参加できる授業 

～ゴール型の授業を通して～ 

高度学校教育実践専攻 教科・総合系 

保健体育科教育コース 実習責任教員  湯口 雅史 

実習指導教員  泉  彩夏 

東尾 歌乃 

キーワード：体育嫌い，ゴール型，積極的な参加， 

Ⅰ. テーマ設定の理由 

筆者は，大学学部時代に中学校と高等学

校への主免教育実習や中学校へのインター

ンシップ，学習支援員で体育授業の観察や

授業実践を行った。いくつもの授業を実践

したり参観したりしたが，どの授業にも一

定数体育授業への参加が難しい生徒がいる

という現状があった。 

また，教科教育課題設定 FW で実践した

授業では，スモールステップで技の獲得を

目指せる工夫やプロセスを認める声掛けな

どを行ったが，苦手意識を持つ生徒が意欲

的な参加に転じる場面が少ない授業になっ

てしまった。この経験から，体育に対して

苦手意識を持つ生徒が少しでも積極的な参

加に転じ，運動することに面白さを感じる

授業を実践したいと強く思った。この課題

意識は，教科教育課題設定フィールドワー

ク到達目標３領域 10 観点の「教科・領域

内容研究力」にあたり，授業づくりと真剣

に向き合いたい。 

Ⅱ. ＦＷⅠで実施したアンケート 

⑴アンケートの概要

対象：徳島市内 K 中学校 1 年生 170 人

日時：2023 年 6 月 13 日

⑵アンケートの分析方法

データは，アンケートで体育が嫌いもし

くはどちらかといえば嫌いと回答した人の

回答をテキストマイニングで分析した。分

析ソフトは，樋口（2004）が製作・公開し

ている KH Coder（フリーソフト）を使用し

た。共起ネットワークと，KWIC コンコー

ダンスコマンドを用いて，抽出語が用いら

れた前後の文脈を探った。 

⑶アンケートの分析・検討

①共起ネットワーク図での分析

小学校での体育授業で嫌だったこと，楽

しくないと思ったことなどを具体的に書い

てくださいという質問に対しての回答を分

析した。「嫌い」に「走る」，「苦手」とい

う言葉に「運動」や「神経」，「悪い」とい

う言葉が共起しており，走ることや，運動

に苦手意識を持っていること，運動能力が

低いことが体育嫌いに関係していることが

考察される。また，「距離」や「タイム」

が「測る」に共起しており，さらにその

「測る」が「苦手」や「嫌い」に共起して

いることから，記録計測に苦手意識を持っ

ていることが解釈される。 

②KWIC コンコーダンスコマンドでの分析

小学校での体育授業で嫌だったこと，楽

しくないと思ったことなどを具体的に書い
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てくださいという質問に対しての回答の

「嫌」，「無理」「好きではない」「好きでは

なかった」など似た意味を持つ言葉をすべ

て「嫌い」に変換して，分析した。この例

では，「嫌い」という言葉の前後の 19 語が

検索されている。 

また，「嫌い」という言葉と結びついて

いる言葉を代表的な言葉に言い換え，その

割合を示した。体育嫌いの生徒の体育を嫌

う理由として読み取れたもので，１番多か

ったものが「自信がない」で，68.4％だっ

た。自信がないと読み取れたものの具体的

な回答として，みんなの前で発表するのが

嫌い，他の人に見られるのが嫌い，走るの

が嫌い，などが挙げられる。なかでも走る

のが嫌い，50ｍ走が嫌いという回答が多く

あった。大塚(2013)によると短距離走では

小学校高学年・中学生・高校生と学校段階

があがるにつれて「できる」自信が低下

し，また，「できる」自信が低いほど短距

離走に対する好感度が下がる。これを踏ま

えて走ることが嫌いと回答した人を「自信

がない」に分類したことがこの結果に繋が

ったと考えられる。 

 次に多かったのが「運動能力で他者と比

較される」で，26.３％だった。共起ネッ

トワークでは，距離，タイム，測るといっ

た語が嫌いや苦手に結びついており，記録

が数字として表れることに苦手意識を持っ

ている生徒が多いことが読み取れる。３番

目に多かったものとして 21％の生徒が

「記録に挑戦すること」を理由としてお

り，先ほどの記録の測定と関係していると

考えられる。 

⑸FW 校の体育嫌いの生徒の実態について 

 共起ネットワークや KWIC コンコーダ

ンスの分析，授業観察による生徒の姿から

解釈した FW 校の体育嫌いの生徒の生起理

由には，運動能力が低いことやそれに対す

る自信の無さ，数字や記録がはっきりとで

る種目に対しての苦手意識，それらで他者

と比較されることが関係しているのではな

いかと考えられる。 

Ⅲ. ＦＷⅡでの授業実践 

FWⅠの授業観察やアンケートの結果から

読み取った体育嫌いの生徒の要因をもとに，

授業構想，実践を行った。 

⑴実践単元とその概要 

筆者は，中学校第 1 学年ゴール型「バス

ケットボール」の授業を実践した。単元を

貫く問いを「点の取り方や防ぎ方を工夫

し，攻防を楽しもう」と提示し，ゲームを

行っていくなかで生じた困り感や課題の解

決のための手立てを考えて，シュートをす

るかさせないかの攻防を楽しむことをねら

いとした。勝敗にこだわるとできる子がシ

ュートする，できない子ができる子へパス

をするといったようにできない生徒が参加

できない授業になることが予想されるた

め，このようなめあてやテーマにした。授

業は，ゲームを軸として，ゲームの中から

生まれた困り感や課題を解決するために工

夫するといった流れで実践した。体育嫌い

の生徒の不安感を少しでも和らげるため，

柔らかくて軽いスマイルボール(5 号球)を

使用し，ハーフコートでドリブルなしの簡

単なルールを設定し，実践した。 

⑵授業の分析・考察 

 授業を実践して，実際に体育嫌いの生徒

の積極的な参加に繋がったと感じた項目を

いくつか挙げる。 

〇用具 
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 用具は，少し空気を抜いて柔らかくした

スマイルボール(5 号球)を使用した。バス

ケットボールが嫌いと答えている理由に

「ボールをキャッチするときにつき指する

のが怖い」，「１度かたいボールが顔に直撃

したからです」，「小学校のときに突き指を

してからバスケをするのが怖くなった。」，

「怖くて，当たったら痛いし」と書かれて

いた。怪我の心配をしている生徒が多かっ

たが，体育嫌いの生徒に使用しているボー

ルに対する不安はないか聞くと，大丈夫と

いう答えが返ってきた。また，振り返りフ

ァイルに「やわらかいボールだと，こわさ

がなくおちついてできました。」と書いて

いる生徒もいたことや，「苦手だけど，た

くさん参加することができたので良かった

です」と書いている生徒に理由を聞くとパ

スの時に投げやすいボールだからと言って

いたことから，スマイルボールを使うこと

で怪我など，バスケットボールに抱く不安

感を軽減することができたと考える。 

 また，作戦タイムのときに小さいホワイ

トボードとマグネット，ペンを各チームに

配布したり，生徒の立てた作戦を，写真で

記録してホワイトボードを入れているメッ

シュケースに毎時間入れたりするといった

手立てを行った。動き方が分からない生徒

に,実際にマグネットを動かしながら動き

を説明している場面が見られ，視覚的支援

や攻防がより楽しめるといったことに繋が

ったと考える。他にも，最後の授業の振り

返りの際に過去の作戦を見てチームが成長

したことを振り返る班もあり，成長が目に

見えて分かることで自信に繋がるのではな

いかと推測する。 

〇ルール 

 ドリブルを無しにすることで，得意な生

徒だけでゲームが進む場面があまり無かっ

たと感じた。振り返りファイルに「ドリブ

ルなしのバスケでしたがなしの方が私には

わかりやすく楽しめました。」と書かれて

おり，簡易的で分かりやすいゲームになっ

たと考える。 

 ボール保持者のボールは取れないという

ルールは，ボール保持者に安心感を与える

ことができたのではないかと見取った。ま

た，バスケットボールが嫌いな理由に「6

年生のとき，すぐにボールをとられて，ル

ールも細かく決められて点が入らないまま

終わることが多くて楽しくなかったので嫌

いでした。」と書いているような，保持し

ているボールをすぐに取られるということ

が無かった。 

 授業の途中から追加したリングにボール

を当てたら 1 点というルールは特に生徒の

積極的な参加に繋がったと感じた。生徒の

振り返りファイルには，「リングに入った

ら，1 点という新ルールができると「シュ

ート」という単語がやわらかくきこえまし

た。」，「リングにあてることができた。8

回とうしてさいしょはぜんぜんリングにあ

てることもできなかったけど，リングにあ

てられるようになった」，「前回までは，ゴ

ールに入らないと思っていてあまりなげて

いなかったが,今回はあたると思い，でき

るだけなげた。」と書かれていた。シュー

トすることへのハードルが下がり，シュー

トに挑戦しようと思うきっかけになったの

ではないか。また，シュートしたボールが

リングに当たり，チームメイトと喜び合う

姿が見られ，成功体験や自信になるのでは

ないかと考えた。 
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〇人数 

 今回は，1 チームの人数を 3～4 人に設

定した。1・2 組の方は 1 時間目の時に 5

人のチームができてしまい，1 人がボール

に触れる回数が少ないゲームになってしま

った。2 時間目の振り返りファイルに「前

よりもボールを積極的にさわれた。3 人で

する方がやりやすかった。」とあり，その

生徒の 1 時間目の欄には「あんまり参加で

きてない気がしたのでこんどからはもっと

積極的にボールをつなぎたい。」と書かれ

ていた。1 時間目と 2 時間目を比べると，

その生徒がボールに向かっていく姿が積極

的になり，特に変化が大きかったと見取っ

た。人数が減ったことでボールに触る機会

が増えたことが積極的な参加に繋がったと

考えた。 

〇価値付け 

 単元を貫く問いを「点の取り方や防ぎ方

を工夫し，攻防を楽しもう」と提示しシュ

ートをするかさせないかの攻防を楽しむこ

とをねらいとしたことで，勝敗ではなく本

質を大切にして，結果より過程を重視した

授業になった。振り返りファイルには，

「勝ち負けよりも楽しんだり，負けてもひ

きずらないことできもちよくできた。」，

「バスケットボールでのパスが上手にでき

た。パスができるとゴールもしやすくな

り，つなげると楽しむことができた。」と

書かれていた。作戦が上手くいったことを

喜ぶ姿や，チームの振り返りの時間にボー

ルをどうやってゴールに運ぶかについて考

えられていたことから，問いの設定によっ

て攻防を楽しむことができていたと感じ

た。 

Ⅳ. ＦＷⅡでの授業実践まとめ 

FWⅡでの授業実践では，体育嫌いの生

徒の多くが積極的な参加をすることができ

ていたと感じた。それには，用具やルー

ル，授業構成が大きく関わっていたと考え

る。また，このような手立てによって，チ

ームの仲が深まったりチームメイトと協力

することの楽しさを感じたりすることがで

き，それが体育の楽しさに繋がったと考え

る。簡易的なルールや不安感を軽減させる

用具の使用，仲間と協力することで絆が深

まったことが参加へのハードルを下げたの

ではないか。 

また，授業づくりにおいて，生徒の積極

的な参加に繋がったと感じる場面は多くあ

った一方で筆者自身の生徒との関わりにお

いてはあまり参加に繋がらなかったと振り

返る。チーム全体への戦術的なアドバイス

を具体的に行うことがあまりできない，生

徒のことを見取れていない，簡潔で分かり

やすい指示や説明ができない，など教材研

究力や教師力が足りていないことが自己の

課題として挙げられる。また，生徒の体育

嫌いの要因について生徒の姿からその要因

を探ることができず，生徒の真の思いに気

付けなかったということもあり，生徒理解

に努める必要があると学んだ。 

 来年度から教師として生徒と関わってい

く際には，一人ひとりの生徒の想いを尊重

し，それぞれに合った支援や声掛けをして

いきたい。また，体育嫌いの生徒もそうで

ない生徒も楽しく，安心して体育の授業に

参加できるような授業づくりをこれからも

探求していきたい。 
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